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基本データ集（22.3.1更新分） (ESGガイド用)

		

				＊更新された年次、データ欄を赤字で記載しています。 ネンジ

		項目 コウモク										年次
（令和） ネンジレイワ		単位 タンイ		直近
データ スナオコン		前年
(前回) ゼンネンゼンカイ		増減率(差)(%) ゾウゲンリツサ		備考 ビコウ

		産業規模 サンギョウキボ				産出額 サンシュツガク						２年
（第一次年次推計） ネンダイイチジネンジスイケイ		兆円 チョウエン		981.74		1,047.42		▲6.3		内閣府「国民経済計算」、中間投入分の重複計上を含む ブンチョウフクケイジョウ

						　農業･食料関連産業の国内生産額 コクナイセイサンガク						元年
（概算） ガンネン		兆円 チョウエン		118.48		117.51		0.8		シェア 11.3％、農林水産省「農業・食料関連産業の経済計算」 ノウリンスイサンショウノウギョウショクリョウカンレンサンギョウケイザイケイサン

						　　うち食品産業 ショクヒンサンギョウ						〃		〃		101.47		100.45		1.0		シェア 9.7％、農林水産省「農業・食料関連産業の経済計算」 ノウリンスイサンショウ

						国内総生産(ＧＤＰ) コクナイソウセイサン						2年
（第一次年次推計） ネンダイイチジネンジスイケイ		兆円 チョウエン		538.16		558.49		▲3.6		内閣府「国民経済計算」 ナイカクフコクミンケイザイケイサン

						　うち農業 ノウギョウ						〃		〃		4.66		4.80		▲3.0

						　　　林業 リンギョウ						〃		〃		0.23		0.25		▲5.8

						　　　水産業 スイサンギョウ						〃		〃		0.73		0.72		1.4

						　農業･食料関連産業の国内総生産 コクナイソウセイサン						元年
（概算） ガンネンネン		兆円 チョウエン		53.82		54.34		▲1.0		シェア 9.6％、農林水産省「農業・食料関連産業の経済計算」 ノウリンスイサンショウ

						飲食料の最終消費額 インショクリョウサイシュウショウヒガク						平成27年 ヘイセイ		兆円 チョウエン		83.85		(76)		10.0		前回は平成23年、農林水産省「農林漁業及び関連産業を中心とした産業連関表（飲食費のフローを含む。）」 ゼンカイヘイセイネンノウリンスイサンショウノウリンギョギョウオヨカンレンサンギョウチュウシンサンギョウレンカンヒョウインショクヒフク

		食料 ショクリョウ		自給率・消費量 ジキュウリツショウヒリョウ		自給率・カロリー						2年度
（概算） ネンド		％		37		38		(▲　1)		目標 45％(12年度) モクヒョウネンド

						　　　　生産額						〃		〃		67		66		(     1)		目標 75％(12年度) モクヒョウ

						国産率・カロリー コクサン						〃		〃		46		46		(    0)		目標 53％(12年度) モクヒョウネンド

						　　　　生産額						〃		〃		71		70		(    1)		目標 79％(12年度) モクヒョウ

						飼料自給率 ジキュウリツ						〃		〃		25		25		(    0)		目標 34％(12年度) モクヒョウ

						自給力指標・米・小麦中心の作付け ジキュウリョクシヒョウベイコムギチュウシンサクツ						2年度
（概算） ネンドドヘイネンド		kcal/人･日 ヒトヒ		1,759		1,761		(▲  2)		１人・１日当たり推定エネルギー必要量は2,168kcal、総供給熱量の実績値(2年度)は2,269kcal ヒトヒアスイテイヒツヨウリョウソウキョウキュウネツリョウジッセキチネンド

						　　　　　　いも類中心の作付け ルイチュウシンサクツ						〃		〃		2,500		2,562		(▲ 62)

						１人１年当たり消費量・米 ネンショウヒリョウ						2年度
（概算） ネンドドヘイネンド		kg／年 ネン		50.7		53.2		(▲2.5)		ピークは118.3kg(昭和37)、
食料需給表の「１人・１年当たり供給純食料」 ショウワ

						　　　　　　　　 　 肉類 ニクルイ						〃		〃		33.5		33.5		(      0)		昭和40(9.2kg)の3.6倍 バイ

						　　　　　　　 　　 油脂類						〃		〃		14.4		14.5		(▲0.1)		昭和40(6.3kg)の2.3倍

				６次産業化等 ジサンギョウカトウ		販売金額 ハンバイキンガク

						　農業生産関連事業 セイサンカンレンジギョウ						元年度 ガンネンド		兆円 チョウエン		2.08		2.10		▲ 1.3		農業生産関連事業とは、農産加工、農産物直売所、観光農園、農家民宿及び農家レストランの各事業である ノウギョウセイサンカンレンジギョウノウサンカコウノウサンブツチョクバイジョカンコウノウエンノウカミンシュクオヨノウカカクジギョウ

						　　うち農産加工 ノウサンカコウ						〃		〃		0.95		0.94		0.7

						　　　　農産物直売所 ノウサンブツチョクバイジョ						〃		〃		1.05		1.08		▲ 2.4

						漁業生産関連事業 ギョギョウセイサンカンレンジギョウ						〃		〃		0.23		0.23		▲ 1.8		漁業生産関連事業とは、水産加工、水産物直売所、漁家民宿及び漁家レストランの各事業である ギョギョウセイサンカンレンジギョウスイサンカコウスイサンブツチョクバイジョギョカミンシュクオヨギョカカクジギョウ

						　  うち水産加工 スイサンカコウ						〃		〃		0.18		0.18		▲ 1.0

						　　　　水産物直売所 スイサンブツチョクバイジョ						〃		〃		0.04		0.04		▲ 8.6

						従事者

						　農業生産関連事業 セイサンカンレンジギョウ						元年度 ガンネンド		万人 マンニン		43.8		44.2		▲ 0.9

						　  うち農産加工 カコウ						〃		〃		19.2		17.9		7.1

						　　　  農産物直売所 チョクバイジョ						〃		〃		19.3		19.7		▲ 1.6

						漁業生産関連事業 ギョギョウセイサンカンレンジギョウ						〃		〃		3.0		3.0		0.0

						　  うち水産加工 スイサンカコウ						〃		〃		1.6		1.6		1.3

						　　　  水産物直売所 スイサンブツチョクバイジョ						〃		〃		0.6		0.7		▲ 6.1

						食品産業の就業者						2年 ネン		万人 マンニン		805		832		▲ 4.3		シェア 12.1％、就業者総数は6,676万人

				貿易 ボウエキ		農林水産物輸入額 ノウリンスイサンブツユニュウガク						2年 ネン		兆円 チョウエン		8.89		9.52		▲?6.6

						　うち農産物 ノウサンブツ						〃		〃		6.21		6.59		▲?5.8

						　　　林産物 リンサンブツ						〃		〃		1.22		1.18		2.8

						　　　水産物 スイサンブツ						〃		〃		1.46		1.74		▲ 15.9

						農林水産物輸出額 ノウリンスイサンブツユシュツガク						2年 ネン		兆円 チョウエン		0.93		0.91		1.5		目標 5兆円(12年)

						　うち農産物 ノウサンブツ						〃		〃		0.66		0.59		11.5		ｱﾙｺｰﾙ飲料、たばこ、真珠除外 0.53兆円 インリョウシンジュジョガイチョウエン

						　　　林産物 リンサンブツ						〃		〃		0.04		0.04		15.8		　　　　　　〃　　　　　　　0.04兆円 チョウエン

						　　　水産物 スイサンブツ						〃		〃		0.23		0.29		▲ 20.8		　　　　　　〃　　　　　　　0.22兆円 チョウエン

		項目 コウモク										年次
（令和） ネンジレイワ		単位 タンイ		直近
データ スナオコン		前年
(前回) ゼンネンゼンカイ		増減率(差)(%) ゾウゲンリツサ		備考 ビコウ

		農業 ノウギョウ		産出額 サンシュツガク		農業総産出額 ノウギョウソウサンシュツガク						2年		兆円 チョウエン		8.94		8.89		0.5		ピークは11.72兆円(昭和59) チョウ（ショウワ

						　うち米 コメ						〃		〃		1.64		1.74		▲5.7		ピークは3.93兆円(昭和59) チョウショウワ

						　　　野菜 ヤサイ						〃		〃		2.25		2.15		4.7		ピークは2.80兆円(平成3) チョウヘイセイ

						　　　果実 カジツ						〃		〃		0.87		0.84		4.1		ピークは1.10兆円(平成3) チョウ

						　　　畜産 チクサン						〃		〃		3.24		3.21		0.8		ピークは3.29兆円(昭和59) チョウショウワ

						生産農業所得 セイサンノウギョウショトク						2年		兆円 チョウエン		3.34		3.32		0.7		ピークは5.42兆円(昭和53) チョウエンショウワ

				経営体 キョウエイタイ		農業経営体 ノウギョウケイエイタイ						3年2月 ネンヘイネンガツ		万経営体 マンケイエイタイ		103.1		107.6		▲ 4.2		経営耕地30a以上又は販売金額50万円に相当する規模以上の農業を営む、又は農作業受託 エンソウトウキボイジョウノウギョウイトナ

						　うち個人経営体 コジンケイエイタイ						〃		〃		99.1		103.7		▲ 4.4

								　うち主業経営体 ケイエイタイ				〃		〃		22.2		23.1		▲?3.7		農業所得が主、65歳未満の60日以上従事者あり ジュウジモノ

								　　　準主業経営体 ケイエイタイ				〃		〃		13.6		14.3		▲?4.7		農外所得が主、65歳未満の60日以上従事者あり ガイ

								　　　副業的経営体 ケイエイタイ				〃		〃		63.3		66.4		▲?4.6		65歳未満の60日以上従事者なし ジュウジモノ

						　うち団体経営体 ダンタイケイエイタイ						〃		〃		4.0		3.8		2.9		　　

						　　　うち法人 ホウジン						〃		〃		3.2		3.1		2.9

						総農家 ソウノウカ						2年2月 ネンヘイネンガツ		万戸 マンコ		174.7		(215.5)		▲?18.9		前回は平成27年
経営耕地10ａ以上又は販売金額15万円以上 ゼンカイヘイセイ

								販売農家 ハンバイノウカ				〃		〃		102.8		(133.0)		▲?22.7		経営耕地30ａ以上又は販売金額50万円以上

								自給的農家 ジキュウテキノウカ				〃		〃		71.9		(82.5)		▲?12.9		経営耕地30ａ未満かつ販売金額50万円未満 マン

						認定農業者 ニンテイノウギョウシャ						2年3月 ネンガツ		経営体 ケイエイタイ		233,806		239,043		▲ 2.2		市町村が農業経営改善計画を認定

						集落営農 シュウラクエイノウ						3年2月 ネンガツ		集落営農 シュウラクエイノウ		14,490		14,832		▲ 2.3

						　うち法人 ホウジン						〃		〃		5,564		5,458		1.9

						農地所有適格法人 ノウチショユウテキカクホウジンノウホウ						2年1月		法人		19,550		19,213		1.8		農地を所有できる法人の総称 ソウショウ

						　うち株式会社						〃		〃		7,333		6,862		6.9		特例有限会社を除く

						農地のリース方式により参入した一般法人						令和元年12月 レイワガンネンガツ		〃		3,669		3,286		11.7

				労働力 ロウドウリョク		基幹的農業従事者 キカンテキノウギョウジュウジシャ						3年2月 ネンガツ		万人 マンニン		130.2		136.3		▲?4.5		ふだん仕事として主に自営農業に従事

						　うち女性						〃		〃		51.2		54.1		▲?5.3

						　平均年齢　 ヘイキンネンレイ						2年2月 ネンガツ		歳		67.8		(67.1)		(0.7)		65歳以上の者が69.6％

						新規就農者 シンキシュウノウシャ						2年 ネン		万人 マンニン		5.4		5.6		▲?3.8

						　うち49歳以下 サイイカ						〃		〃		1.8		1.9		▲?0.9

						　うち雇用 コヨウ						〃		〃		1.0		1.0		?1.2

						雇用労働者(常雇) コヨウロウドウシャジョウヤト						2年2月 ガツ		万人 マンニン		15.7		(22.0)		▲?28.8		前回は平成27年 ゼンカイヘイセイネン

						　　〃　　(臨時雇) リンジヤト						〃		〃		94.8		(145.6)		▲?34.9

						外国人雇用労働者(農林業) ガイコクジンコヨウロウドウシャノウリンギョウ						2年 ネン		〃		3.8		3.6		7.2		厚生労働省「外国人雇用状況の届出状況」 コウセイロウドウショウガイコクジンコヨウジョウキョウトドデジョウキョウ

		項目 コウモク										年次
（令和） ネンジレイワ		単位 タンイ		直近
データ スナオコン		前年
(前回) ゼンネンゼンカイ		増減率(差)(%) ゾウゲンリツサ		備考 ビコウ

		農業 ノウギョウ		経営収支 ケイエイシュウシ		１経営体当たり農業所得(全農業経営体) ケイエイタイアノウギョウショトクゼンノウギョウケイエイタイ						2年 ネン		万円 マンエン		123.3		118.8		3.8

						１経営体当たり農業所得(個人経営体) コジンケイエイタイ						〃		〃		117.5		113.6		?3.4

						　うち主業(個人経営体) シュギョウコジン						〃		〃		415.4		418.5		▲ 0.7

						１経営体当たり農業所得(法人経営体) ケイエイタイアノウギョウショトクホウジンケイエイタイ						〃		〃		323.4		287.7		12.4

						米・全算入生産費(個別経営)(10ａ) コメゼンサンニュウセイサンヒ						２年産 ネンサンサン		円 エン		129,186		129,505		▲ 0.2

						　　　　　　　　　　　　　(60㎏)						〃		〃		15,046		15,155		▲ 0.7

						　うち認定農業者のいる15ha以上層(10ａ) ニンテイノウギョウシャ						〃		〃		99,509		98,374		1.2

						　　　　　　　　　　　　　　　　(60㎏)						〃		〃		10,895		10,851		0.4		KPI目標 平成23年産全国平均(16,001円/60㎏)比４割削減(9,600円/60kg)(5年産) ヘイセイ

						米・全算入生産費(組織法人経営)(10ａ) コメゼンサンニュウセイサンヒ						２年産 ネンサンサン		円 エン		98,312		99,290		▲ 1.0

						　　　　　　　　　　　　　　　(60㎏)						〃		〃		11,524		11,723		▲ 1.7

						　うち稲作主体(10ａ) イナサクシュタイ						〃		〃		98,521		99,425		▲ 0.9

						　　　　　　　(60㎏)						〃		〃		11,529		11,721		▲ 1.6		KPI目標 平成23年産全国平均(16,001円/60㎏)比４割削減(9,600円/60kg)(5年産) ヘイセイ

						小麦・全算入生産費(個別経営)(10ａ) コムギゼンサンニュウセイサンヒ						２年産 ネンサンヘイネン		円 エン		67,348		67,426		▲ 0.1

						　　　　　　　　　　　　　　(60㎏)						〃		〃		8,180		7,465		?9.6

						大豆・全算入生産費(個別経営)(10ａ) ダイズゼンサンニュウセイサンヒ						２年産		〃		67,195		66,608		0.9

						　　　　　　　　　　　　　　(60㎏)						〃		〃		19,510		20,419		▲ 4.5

				農地 ノウチ		耕地面積 コウチメンセキ						3年7月		万ha マン		435		437		▲ 0.5		見通し 414万ha(12年)、ピークは609万ha(昭和36) ミトオマン）

						　うち田 タ						〃		〃		237		238		▲ 0.5

						　　　畑 ハタ						〃		〃		198		199		▲ 0.5

						　かい廃面積 ハイメンセキ						3年7月
（概数値） ネンガツガイスウチ		万ha マン		3.1		3.3		▲ 6.7

						　拡張面積 カクチョウメンセキ						〃		〃		0.7		0.8		▲ 10.1

						担い手の利用割合 ニナテリヨウワリアイ						3年3月末 ネンヘイネンガツマツ		％		58.0		57.1		0.9		KPI目標 担い手利用８割(５年度) ド

						耕地利用率 コウチリヨウリツ						２年 ネン		％		91.3		91.4		(▲0.1)		目標 104％(12年)、ﾋﾟｰｸは138％(昭和31) モクヒョウネン

						荒廃農地 コウハイノウチ						2年 トシ		万ha マン		28.2		28.4		▲?0.6		通常の農作業では作物の栽培が不可能となっている農地 ツウジョウノウサギョウサクモツサイバイフカノウノウチ

						　うち再生利用可能 サイセイリヨウカノウ						〃		〃		9.0		9.1		▲ 0.1

						１経営体当たり経営耕地・全国 ゼンコク						3年2月 ネンヘイネンガツ		ha		3.2		3.1		4.9

						　　　　　〃　　　　　・北海道 ホッカイドウ						〃		〃		30.8		30.2		2.0

						　　　　　〃　　　　　・都府県 トフケン						〃		〃		2.2		2.2		2.3

				生産 セイサン		水稲　　(作付面積) スイトウサクツケメンセキ						２年産		千ha セン		1,462		1,469		▲ 0.5

						　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		7,763		7,762		?0.0		ﾋﾟｰｸは1,426万t(昭和42)
目標 723万t(12年度、米粉用・飼料用除き) マンショウワ

						　うち主食用(作付面積) シュショクヨウメンセキ						〃		千ha セン		1,366		1,379		▲?0.9

						　　　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		7,226		7,261		▲?0.5

						　作況指数 サッキョウシスウ						〃				99		99		(  -)		平成元年産以降で94以下の不良は15年(90)、5年(74) ヘイセイガンネンサンイコウイカフリョウネンネン

						飼料用米(生産量) シリョウヨウマイセイサンリョウ						2年産
（実績） ジッセキスウチ		千t セン		381		389		▲ 2.3		農産局調べ、目標 70万t(12年度) ノウサンキョクシラネンド

						小麦　　(作付面積) コムギメンセキ						２年産 ネンサン		千ha セン		213		212		0.5

						　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		949		1,037		▲ 8.5		目標 108万t(12年度)、ﾋﾟｰｸは179万t(昭和15) マン

						二条大麦(作付面積) ニジョウオオムギメンセキ						〃		千ha セン		39		38		3.4

						　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		145		147		▲ 1.3

						六条大麦(作付面積) ロクジョウオオムギメンセキ						〃		千ha セン		18		18		1.7

						　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		57		56		1.4		　　目標 23万t(12年度、大・はだか麦)

						はだか麦(作付面積) ムギメンセキ						〃		千ha セン		6		6		9.5

						　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		20		20		▲ 0.5

						大豆　　(作付面積(乾燥子実)) ダイズメンセキカンソウシジツ						３年産
（概数値） ネンサンガイスウチ		千ha セン		146		142		3.2

						　　　　(収穫量(乾燥子実)) シュウカクリョウコジツ						２年産 ネンサン		千t セン		219		218		0.5		目標 34万t(12年度) モクヒョウ

						そば　　(作付面積(乾燥子実)) メンセキ						〃		千ha セン		67		65		1.8

						　　　　(収穫量(乾燥子実)) シュウカクリョウ						〃		千t セン		45		43		5.2		目標 4.0万t(12年度)

						てんさい(作付面積) メンセキ						〃		千ha セン		57		57		0.2

						　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		3,912		3,986		▲ 1.9		目標 368万t(12年度)

						乳用牛　(飼養戸数) チチヨウウシシヨウコスウ						3年2月 ネンヘイネンガツ		千戸 センド		13.9		14.4		▲ 3.5		令和２年から加工統計として取りまとめた。 レイワネンカコウトウケイト

						　　　　(飼養頭数) シヨウトウスウ						〃		千頭 セントウ		1,356		1,352		0.3		生乳728万t(平成30年)、目標 780万t(12年度) セイニュウマンヘイセイネン

						肉用牛　(飼養戸数) ニクヨウウシシヨウコスウ						〃		千戸 センド		42.1		43.9		▲ 4.1		令和２年から加工統計として取りまとめた。

						　　　　(飼養頭数) シヨウトウスウ						〃		千頭 セントウ		2,604		2,555		1.9		牛肉48万t(平成30年)、目標 57万t(12年度) ギュウニクヘイセイネン

						豚    　(飼養戸数) トンシヨウコスウ						〃		千戸 センド		3.9		4.3		▲ 10.9		飼養戸数、飼養頭数ともに前回は平成31年。 シヨウコスウシヨウトウスウゼンカイヘイセイネン

						　    　(飼養頭数) シヨウトウスウ						〃		千頭 セントウ		9,290		9,156		1.5		豚肉128万t(平成30年)、目標 131万t(12年度) ブタヘイセイネン

						採卵鶏　(飼養戸数) サイランニワトリシヨウコカズ						〃		千戸 センド		1.9		2.1		▲ 11.3		飼養戸数、飼養羽数ともに前回は平成31年。 シヨウコスウシヨウハスウゼンカイヘイセイネン

						　　　　(飼養羽数) シヨウバネカズ						〃		千羽 センハネ		180,918		182,368		▲ 0.8		鶏卵263万t(平成30年)、目標 264万t(12年度) ケイランサンリョウマンヘイセイネン

						ブロイラー(飼養戸数) シヨウコカズ						〃		千戸 センド		2.2		2.3		▲ 4.0		飼養戸数、飼養羽数ともに前回は平成31年。 シヨウコスウシヨウハスウゼンカイヘイセイネン

						　　　　　(飼養羽数) シヨウバネカズ						〃		千羽 センハネ		139,658		138,228		1.0		鶏肉160万t(平成30年)、目標 170万t(12年度) トリニクヘイセイネン

		農村 ノウソン		農村 ノウソン		農業集落 ノウギョウシュウラク						2年2月 ネンヘイネンガツ		万集落 マンシュウラク		13.8		(13.8)		0.0		前回は平成27年、全域が市街化区域の集落を除く ゼンカイヘイセイネンゼンイキ

				都市農業 トシノウギョウ		市街化区域内農地面積 シガイカクイキナイノウチメンセキ						元年度 ガンネンド		万ha マン		6.4		6.7		▲ 4.5		総務省「固定資産の価格等の概要調書」 ソウムショウコテイシサンカカクトウガイヨウチョウショ

								うち生産緑地面積 セイサンリョクチメンセキ				〃		〃		1.2		1.3		▲ 0.1		国土交通省「都市計画年報」 コクドコウツウショウトシケイカクネンポウ

						市民農園 シミンノウエン						2年3月末 ネンヘイネンガツマツ		農園 ノウエン		4,169		4,147		0.5		農村振興局調べ ノウソンシンコウキョクシラ

				被害 ヒガイ		野生鳥獣による農作物被害 ヤセイチョウジュウノウサクブツヒガイ						元年度 ガンネンド		億円 オクエン		158		158		0.0		被害防止計画作成数1,502市町村（令和２年４月） ヒガイ

		団体 ダンタイ		農協 ノウキョウ		総合農協 ソウゴウノウキョウ						元年度末 ガンネンドマツ		農協		627		649		▲ 3.4		ﾋﾟｰｸは13,314農協(昭和25) ノウキョウショウワ

						農協組合員 ノウキョウクミアイイン						元年度末 ガンネンドマツ		万人 マンニン		1,047		1,049		▲ 0.2

						　うち正組合員						〃		〃		418		425		▲ 1.6

						　　　准組合員						〃		〃		629		624		0.7

						農協への貯金総額 ノウキョウチョキンソウガク						3年8月末 ガツ		兆円 チョウ		108.8		106.8		1.8		農林中金調べ、前年は令和2年8月末 ネンレイワネン

				農委 ノウイ		農業委員会 ノウギョウイインカイ						2年10月 ネンヘイネンガツ		委員会 イインカイ		1,702		1,703		▲ 0.1

						農業委員 ノウギョウイイン						2年10月 ネンガツ		人 ニン		23,201		23,125		0.3

						　うち女性委員　						〃		〃		2,861		2,788		2.6		ｼｪｱ 12.3％

						農地利用最適化推進委員 ノウチリヨウサイテキカスイシンイイン						〃		〃		17,698		17,770		▲ 0.4

				その他 タ		農業共済組合等 ノウギョウキョウサイグミゴウトウ						3年4月		組合等		56		64		▲ 3.0		ﾋﾟｰｸは10,907組合等(昭和30)　前回は令和3年2月 クミアイトウショウワレイワネン

						土地改良区 トチカイリョウク						3年3月末 ネンヘイネンガツマツ		地区 チク		4,325		4,403		▲?1.8		ﾋﾟｰｸは13,163改良区(昭和36) カイリョウクショウワ

						普及職員 フキュウショクイン						2年度末 ネンドマツマツ		人		7,225		7,267		▲ 0.6		ﾋﾟｰｸは13,748人(昭和39)
普及職員とは、普及指導員及び実務経験中職員等 ニンショウワフキュウショクインフキュウシドウインオヨジツムケイケンチュウショクイントウ

		項目 コウモク										年次
（令和） ネンジレイワ		単位 タンイ		直近
データ スナオコン		前年
(前回) ゼンネンゼンカイ		増減率(差)(%) ゾウゲンリツサ		備考 ビコウ

		森林・林業 シンリンリンギョウ		自給率･産出額 ジキュウリツサンシュツガク		木材自給率 モクザイジキュウリツ						2年 ヘイネン		％		41.8		37.8		4.0		ボトムは平成14年の18.8％ ヘイセイネン

						林業産出額 リンギョウサンシュツガク						元年 ガンネン		兆円 キザシエン		0.50		0.50		▲ 0.9		ピークは1.16兆円(昭和55) チョウショウワ

						うち木材生産 モクザイセイサン						〃		〃		0.27		0.26		2.0		ピークは0.99兆円(昭和46) チョウショウワ

						　　栽培きのこ類生産 サイバイルイセイサン						〃		〃		0.22		0.23		▲ 3.8		ピークは0.24兆円(平成3) チョウヘイセイ

				経営体・労働力 ケイエイタイロウドウリョク		林業経営体 リンギョウケイエイタイ						2年2月 ネンヘイネンガツ		万経営体 マンケイエイタイ		3.4		(8.7)		▲?61.0		前回は平成27年、保有山林3ha以上で施業を行うもの、又は林業作業の受託を行うもの、若しくは、年間素材生産200㎥以上のもの ゼンカイヘイセイネンホユウサンリンイジョウセギョウオコナマタリンギョウイクリンサギョウジュタクオコナモネンカンソザイセイサンリュウベイイジョウ

						　うち法人 ホウジン						〃		〃		0.4		(0.6)		▲?26.9

						林家 リンイエ						〃		万戸 マンコ		69.0		(82.9)		▲?16.8		前回は27年、保有山林１ha以上 ゼンカイネンホユウサンリンイジョウ

						林業従事者 リンギョウジュウジシャ						平成27年10月 ヘイセイネンガツ		万人 マンヒト		4.5		(5.1)		▲?11.3		総務省「国勢調査」、前回は22年 ソウムショウコクセイチョウサゼンカイ

						　うち65歳以上 サイイジョウ						〃		〃		1.1		(1.1)		5.5		総務省「国勢調査」、前回は22年

						新規林業就業者 シンキリンギョウシュウギョウシャ						令和元年度 レイワガンネンド		万人 マンニン		0.29		0.30		▲ 4.3		林野庁調べ リンヤチョウシラ

						１経営体当たり林業所得 ケイエイタイアリンギョウショトク						平成30年 ヘイセイネン		万円 マンエン		103.8		(86.8)		19.6		前回は平成25年度、造林補助金を林業粗収益に含めた遡及値 ヘイセイ

						製材業・工場数 セイザイギョウコウジョウスウ						２年 ネン		工場 コウジョウ		4,115		4,382		▲ 6.1

						合単板製造業・工場数 ゴウタンイタセイゾウギョウコウジョウスウ						〃		〃		173		176		▲ 1.7

						木材チップ製造業・工場数 モクザイセイゾウギョウコウジョウスウ						〃		〃		1,196		1,250		▲ 4.3

				森林 シンリン		林野面積 リンヤメンセキ						2年2月 ネンガツ		万㎢ マン		24.8		(24.8)		▲ 0.1		前回は平成27年 ゼンカイヘイセイネン

						国土面積に占める森林の割合 コクドメンセキシシンリンワリアイ						平成29年3月末 ヘイセイネンガツマツ		％		67		(67)		(    0)		前回は平成24年 ヘイセイ

						　うち人工林の割合 ジンコウリンワリアイ						〃		〃		41		(41)		(    0)		前回は平成24年 ヘイセイ

						　うち国有林の割合 コクユウリンワリアイ						〃		〃		31		(31)		(    0)		前回は平成24年 ヘイセイ

				生産 セイサン		きのこ類生産量 ルイセイサンリョウ						２年 トシ		万ｔ マン		46		46		1.4

						素材生産量 ソザイセイサンリョウ						２年		万ｍ３ マン		1,988		2,188		▲ 9.1

						製材品出荷量 セイザイヒンシュッカリョウ						〃		〃		820		903		▲ 9.2

				団体 ダンタイ		森林組合 シンリンクミアイ						令和元年度末 レイワガンネンドマツ		組合 クミアイ		613		617		▲ 0.6

						森林組合員 シンリンクミアイイン						〃		万人 マンニン		150		150		▲ 0.5

		項目 コウモク										年次
（令和） ネンジレイワ		単位 タンイ		直近
データ スナオコン		前年
(前回) ゼンネンゼンカイ		増減率(差)(%) ゾウゲンリツサ		備考 ビコウ

		水産業 スイサンギョウ		自給率・産出額 ジキュウリツサンシュツガク		魚介類自給率(食用) ギョカイルイジキュウリツショクヨウ						2年度
（概算） ネンドド		％		57		55		(  2.0)		目標 70％(9年度)

						１人１年当たり消費量・魚介類 ヒトリショウヒリョウギョカイルイ						〃		kg／年		23.4		25.3		(▲1.9)		ピークは40.2kg(平成13)、
食料需給表の「１人・１年当たり供給純食料」 ヘイセイ

						漁業産出額 ギョギョウサンシュツガク						元年 ガンネン		兆円 チョウエン		1.47		1.54		▲ 4.7		ピークは2.96兆円(昭和57) チョウエンショウワ

						　うち海面漁業・養殖業 カイメンギョギョウヨウショクギョウ						〃		〃		1.35		1.42		▲ 5.3		ピークは2.76兆円(昭和57） ショウワ

						　    内水面漁業・養殖業 ナイスイメンギョギョウヨウショクギョウ						〃		〃		0.12		0.12		1.9		ピークは0.20兆円(昭和57) チョウ（ショウワショウワ

						生産漁業所得 セイサンギョギョウショトク						〃		〃		0.72		0.80		▲ 10.0

				経営体・労働力等 ケイエイタイロウドウリョクトウ		海面漁業経営体 カイメンギョギョウケイエイタイ						2年11月 ネン		万経営体 マンケイエイタイ		6.96		7.33		▲ 5.1

						内水面漁業経営体 ナイスイメンギョギョウケイエイタイ						平成30年11月		〃		0.48		(0.55)		▲ 13.3		前回は平成25年 ゼンカイヘイセイネン

						漁業就業者 ギョギョウシュウギョウシャ						2年11月 ネン		万人 マンニン		13.6		14.5		▲ 6.3		15歳以上、海上作業に30日以上従事 サイイジョウカイジョウサギョウヒイジョウジュウジ

						　うち65歳以上 サイイジョウ						〃		〃		5.2		5.5		▲ 5.4

						新規漁業就業者						2年度 ネンド		万人 マンニン		0.17		0.17		0.0		水産庁調べ スイサンチョウシラ

						沿岸漁家の漁労所得 エンガンギョカギョロウショトク						２年 ネン		万円 マンエン		177		216		▲ 18.0		制度受取金等(漁業)は含めていない セイドウケトリキントウギョギョウフク

						燃油価格 ネンユカカク						3年11月 ネン		万円/kl		10.1		(9.3)		8.6		前回は3年10月
（全漁連京浜地区のＡ重油価格であり、主に20トン未満の漁船への供給について適用)

				水域 スイイキ		排他的経済水域面積 ハイタテキケイザイスイイキメンセキ						－		万㎢ マン		447		-		-		国土面積(37.8万k㎡)の約12倍 コクドメンセキマンヤクバイ

				環境 カンキョウ		藻場面積 モバメンセキ						平成28年 ヘイセイネン		万ha マン		12.6		12.5		0.1		水産庁調べ、前回は平成19年 スイサンチョウシラゼンカイヘイセイネン

						干潟面積 ヒガタメンセキ						〃		〃		4.9		4.8		0.1		水産庁調べ、前回は平成19年 スイサンチョウシラゼンカイヘイセイネン

				生産 セイサン		漁業生産量 ギョギョウセイサンリョウ						２年 ネン		万ｔ マン		423		420		0.9		ピークは1,282万ｔ (昭和59) ｔショウワショウワ

						　海面漁業 カイメンギョギョウ						〃		〃		321		323		▲ 0.5		ピークは1,150万ｔ (昭和59)

						　　うち遠洋漁業 エンヨウギョギョウ						〃		〃		30		33		▲ 9.2

						　　　　沖合漁業 オキアギョギョウ						〃		〃		204		197		3.7

						　　　  沿岸漁業 エンガンギョギョウ						〃		〃		87		93		▲ 6.3

						　海面養殖業 カイメンヨウショクギョウ						〃		〃		97		92		6.0		ピークは134万ｔ (平成6) マンヘイセイ

						　内水面漁業 ナイスイメンギョギョウ						〃		〃		2		2		▲0.1		ピークは14万ｔ (昭和53) マンショウワ

						　内水面養殖業 ナイスイメンヨウショクギョウ						〃		〃		3		3		▲ 6.8		ピークは10万ｔ (昭和63、平成元) マンショウワヘイセイ）

				漁村 ギョソン		漁船 ギョセン						2年11月 ネン		万隻 マンセキ		12.0		12.3		▲2.3

						漁港 ギョコウ						3年4月 ネン		港		2,785		2,790		▲0.2		平均で海岸線12.7km毎に存在

						漁業集落 ギョギョウシュウラク						平成30年11月 ヘイセイ		集落 シュウラク		6,298		(6,298)		0.0		前回は25年、平均で海岸線5.6km毎に存在 ゼンカイネンヘイキンカイガンセンゴトソンザイ

				団体 ダンタイ		漁協(沿海地区漁協） エンカイチクギョキョウ						２年度末 ネンドマツ		漁協 ギョキョウ		881		939		▲ 6.2		ピークは3,542漁協(昭和30) ショウワ

						漁協組合員						元年度末 モトネンドマツマツ		万人 マンニン		28		29		▲ 3.0		統計調査開始時は約70万人(昭和25) ショウワ

		東日本大震災関連 ヒガシニホンダイシンサイカンレン		被害規模 ヒガイキボ		被災農地面積 ヒサイノウチメンセキ						平成23年3月 ヘイセイネンガツ		ha		24,477		-		-		統計部、農村振興局調べ

						　うち津波被災 ツナミヒサイ						〃		〃		21,476		-		-

						農林水産関係被害額 ノウリンスイサンカンケイヒガイガク						平成24年7月 ヘイセイネンガツ		兆円 キザシエン		2.4		-		-		大臣官房調べ ダイジンカンボウ

						　うち農林業関係 ノウリンギョウカンケイ						〃		〃		1.1		-		-

						　　　水産関係 スイサン						〃		〃		1.3		-		-

				復旧状況 フッキュウジョウキョウ		農地						3年9月末 ガツマツ		％		94		(94)		(   0)		農村振興局調べ、津波被災農地から農地転用が行われたもの(見込みを含む)を除いた復旧対象農地面積（19,690ha）に対するもの、前回は令和3年7月末 シラツナミヒサイノウチノウチテンヨウオコナミコフクノゾフッキュウタイショウノウチメンセキタイゼンカイレイワネンガツマツ

						木材加工流通施設						平成27年2月末 ヘイセイガツマツ		〃		100		(100)		(   0)		林野庁調べ、再開を希望する41箇所に対するもの リンヤチョウシラサイカイキボウカショタイ

						漁港（陸揚げ機能） リクアキノウ						平成30年
9月末 ヘイセイガツマツ		％		100		(100)		(   0)		岸壁の復旧により被災した319漁港全てにおいて陸揚げが可能（部分的に可能な場合を含む。） ガンペキフッキュウヒサイギョコウスベリクアカノウブブンテキカノウバアイフク

						漁船						3年3月末 ネンガツマツ		〃		94		(93)		(   1)		水産庁調べ、復旧を目指す20,000隻に対するもの、前回は平成30年12月末 フッキュウメザセキタイゼンカイヘイセイネンガツマツ

						水産加工施設 スイサンカコウ						2年12月末 ネンガツマツ		〃		98		97		1		水産庁調べ、被災3県で再開を希望する774施設に対するもの、前回は令和元年12月末 ヒサイケンサイカイキボウシセツタイゼンカイレイワガンネンガツマツ
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				＊更新された年次、データ欄を赤字で記載しています。 ネンジ

		項目 コウモク										年次
（令和） ネンジレイワ		単位 タンイ		直近
データ スナオコン		前年
(前回) ゼンネンゼンカイ		増減率(差)(%) ゾウゲンリツサ		備考 ビコウ

		産業規模 サンギョウキボ				産出額 サンシュツガク						元年
（第一次年次推計） ガンネンダイイチジネンジスイケイ		兆円 チョウエン		1,049.12		1,049.45		0.0		内閣府「国民経済計算」、中間投入分の重複計上を含む ブンチョウフクケイジョウ

						　農業･食料関連産業の国内生産額 コクナイセイサンガク						令和元年
（概算） レイワガンネンネン		兆円 チョウエン		118.48		117.51		0.8		ｼｪｱ 11.3％、農林水産省「農業・食料関連産業の経済計算」 ノウリンスイサンショウノウギョウショクリョウカンレンサンギョウケイザイケイサン

						　　うち食品産業 ショクヒンサンギョウ						〃		〃		101.47		100.45		1.0		ｼｪｱ  9.7％、農林水産省「農業・食料関連産業の経済計算」 ノウリンスイサンショウ

						国内総生産(ＧＤＰ) コクナイソウセイサン						元年
（第一次年次推計） ガンネンダイイチジネンジスイケイ		兆円 チョウエン		561.27		556.19		0.9		内閣府「国民経済計算」 ナイカクフコクミンケイザイケイサン

						　うち農業 ノウギョウ						〃		〃		4.66		4.79		▲2.8

						　　　林業 リンギョウ						〃		〃		0.25		0.25		0.3

						　　　水産業 スイサンギョウ						〃		〃		0.74		0.78		▲4.9

						　農業･食料関連産業の国内総生産 コクナイソウセイサン						令和元年
（概算） レイワガンネンネン		兆円 チョウエン		53.82		54.34		▲1.0		ｼｪｱ 9.6％、農林水産省「農業・食料関連産業の経済計算」 ノウリンスイサンショウ

						飲食料の最終消費額 インショクリョウサイシュウショウヒガク						平成27年 ヘイセイ		兆円 チョウエン		83.85		(76.20)		10.0		前回は平成23年、農林水産省「農林漁業及び関連産業を中心とした産業連関表（飲食費のフローを含む。）」 ゼンカイヘイセイネンノウリンスイサンショウノウリンギョギョウオヨカンレンサンギョウチュウシンサンギョウレンカンヒョウインショクヒフク

		食料 ショクリョウ		自給率・自給力指標・消費量 ジキュウリツジキュウリョクシヒョウショウヒリョウ		自給率・カロリー						2年度
（概算） ネンド		％		37		38		(▲  1)		目標 45％(12年度) モクヒョウネンド

						　　　　生産額						〃		〃		67		66		(    1)		目標 75％(12年度) モクヒョウ

						国産率・カロリー コクサン						〃		〃		46		46		(    0)		目標 53％(12年度) モクヒョウネンド

						　　　　生産額						〃		〃		71		70		(    1)		目標 79％(12年度) モクヒョウ

						飼料自給率 ジキュウリツ						〃		〃		25		25		(    0)		目標 34％(12年度) モクヒョウ

						自給力指標・米・小麦中心の作付け ジキュウリョクシヒョウベイコムギチュウシンサクツ						2年度
（概算） ネンドドヘイネンド		kcal/人･日 ヒトヒ		1,759		1,761		(▲  2)		１人・１日当たり推定エネルギー必要量は2,168kcal、総供給熱量の実績値(2年度)は2,269kcal ヒトヒアスイテイヒツヨウリョウソウキョウキュウネツリョウジッセキチネンド

						　　　　　　いも類中心の作付け ルイチュウシンサクツ						〃		〃		2,500		2,562		(▲ 62)

						１人１年当たり消費量・米 ネンショウヒリョウ						2年度
（概算） ネンドドヘイネンド		kg/年 ネン		50.7		53.2		(▲2.5)		ﾋﾟｰｸは118.3kg(昭和37)、
食料需給表の「１人・１年当たり供給純食料」 ショウワ

						　　　　　　　　　　　　　肉類 ニクルイ						〃		〃		33.5		33.5		(    0)		昭和40(9.2kg)の3.6倍 バイ

						　　　　　　　　　　　　　油脂類						〃		〃		14.4		14.5		(▲0.1)		昭和40(6.3kg)の2.3倍

				６次産業化等 ジサンギョウカトウ		販売金額 ハンバイキンガク

						　農業生産関連事業 セイサンカンレンジギョウ						元年度 ガンネンド		兆円 チョウエン		2.08		2.10		▲ 1.3		農業生産関連事業とは、農産加工、農産物直売所、観光農園、農家民宿及び農家レストランの各事業である ノウギョウセイサンカンレンジギョウノウサンカコウノウサンブツチョクバイジョカンコウノウエンノウカミンシュクオヨノウカカクジギョウ

						　　うち農産加工 ノウサンカコウ						〃		〃		0.95		0.94		0.7

						　　　　農産物直売所 ノウサンブツチョクバイジョ						〃		〃		1.05		1.08		▲ 2.4

						漁業生産関連事業 ギョギョウセイサンカンレンジギョウ						〃		〃		0.23		0.23		▲ 1.8		漁業生産関連事業とは、水産加工、水産物直売所、漁家民宿及び漁家レストランの各事業である ギョギョウセイサンカンレンジギョウスイサンカコウスイサンブツチョクバイジョギョカミンシュクオヨギョカカクジギョウ

						　  うち水産加工 スイサンカコウ						〃		〃		0.18		0.18		▲ 1.0

						　　　　水産物直売所 スイサンブツチョクバイジョ						〃		〃		0.04		0.04		▲ 8.6

						従事者

						　農業生産関連事業 セイサンカンレンジギョウ						元年度 ガンネンド		万人 マンニン		43.8		44.2		▲ 0.9

						　  うち農産加工 カコウ						〃		〃		19.2		17.9		7.1

						　　　  農産物直売所 チョクバイジョ						〃		〃		19.3		19.7		▲ 1.6

						漁業生産関連事業 ギョギョウセイサンカンレンジギョウ						〃		〃		3.0		3.0		0.0

						　  うち水産加工 スイサンカコウ						〃		〃		1.6		1.6		1.3

						　　　  水産物直売所 スイサンブツチョクバイジョ						〃		〃		0.6		0.7		▲ 6.1

						食品産業の就業者						2年 ネン		万人 マンニン		805		832		▲ 4.3		ｼｪｱ 12.1％、就業者総数は6,676万人

				貿易 ボウエキ		農林水産物輸入額 ノウリンスイサンブツユニュウガク						2年 ネン		兆円 チョウエン		8.89		9.52		▲?6.6

						　うち農産物 ノウサンブツ						〃		〃		6.21		6.59		▲?5.8

						　　　林産物 リンサンブツ						〃		〃		1.22		1.18		2.8

						　　　水産物 スイサンブツ						〃		〃		1.46		1.74		▲ 15.9

						農林水産物輸出額 ノウリンスイサンブツユシュツガク						2年 ネン		兆円 チョウエン		0.93		0.91		1.5		目標 5兆円(12年)

						　うち農産物 ノウサンブツ						〃		〃		0.66		0.59		11.5		ｱﾙｺｰﾙ飲料、たばこ、真珠除外 0.53兆円 インリョウシンジュジョガイチョウエン

						　　　林産物 リンサンブツ						〃		〃		0.04		0.04		15.8		　　　　　　〃　　　　　　　0.04兆円 チョウエン

						　　　水産物 スイサンブツ						〃		〃		0.23		0.29		▲ 20.8		　　　　　　〃　　　　　　　0.22兆円 チョウエン

		農業 ノウギョウ		産出額 サンシュツガク		農業総産出額 ノウギョウソウサンシュツガク						元年 モト		兆円 チョウエン		8.89		9.06		▲ 1.8		ﾋﾟｰｸは11.72兆円(昭和59) チョウ（ショウワ

						　うち米 コメ						〃		〃		1.74		1.74		0.1		ﾋﾟｰｸは3.93兆円(昭和59) チョウショウワ

						　　　野菜 ヤサイ						〃		〃		2.15		2.32		▲ 7.3		ﾋﾟｰｸは2.80兆円(平成3) チョウヘイセイ

						　　　果実 カジツ						〃		〃		0.84		0.84		▲ 0.1		ﾋﾟｰｸは1.10兆円(平成3) チョウ

						　　　畜産 チクサン						〃		〃		3.21		3.21		▲ 0.1		ﾋﾟｰｸは3.29兆円(昭和59) チョウショウワ

						生産農業所得 セイサンノウギョウショトク						元年 ガン		兆円 チョウエン		3.32		3.49		▲ 4.8		ﾋﾟｰｸは5.42兆円(昭和53) チョウエンショウワ

				経営体 キョウエイタイ		農業経営体 ノウギョウケイエイタイ						3年2月 ネンヘイネンガツ		万経営体 マンケイエイタイ		103.1		107.6		▲ 4.2		経営耕地30a以上又は販売金額50万円に相当する規模以上の農業を営む、又は農作業受託 エンソウトウキボイジョウノウギョウイトナ

						　うち個人経営体 コジンケイエイタイ						〃		〃		99.1		103.7		▲ 4.4

								　うち主業経営体 ケイエイタイ				〃		〃		22.2		23.1		▲?3.7		農業所得が主、65歳未満の60日以上従事者あり ジュウジモノ

								　　　準主業経営体 ケイエイタイ				〃		〃		13.6		14.3		▲?4.7		農外所得が主、65歳未満の60日以上従事者あり ガイ

								　　　副業的経営体 ケイエイタイ				〃		〃		63.3		66.4		▲?4.6		65歳未満の60日以上従事者なし ジュウジモノ

						　うち団体経営体 ダンタイケイエイタイ						〃		〃		4.0		3.8		2.9		　　

						　　　うち法人 ホウジン						〃		〃		3.2		3.1		2.9

						総農家 ソウノウカ						2年2月 ネンヘイネンガツ		万戸 マンコ		174.7		(215.5)		▲?18.9		前回は平成27年
経営耕地10ａ以上又は販売金額15万円以上 ゼンカイヘイセイ

								販売農家 ハンバイノウカ				〃		〃		102.8		(133.0)		▲?22.7		経営耕地30ａ以上又は販売金額50万円以上

								自給的農家 ジキュウテキノウカ				〃		〃		71.9		(82.5)		▲?12.9		経営耕地30ａ未満かつ販売金額50万円未満 マン

						認定農業者 ニンテイノウギョウシャ						2年3月 ネンガツ		経営体 ケイエイタイ		233,806		239,043		▲ 2.2		市町村が農業経営改善計画を認定

						集落営農 シュウラクエイノウ						3年2月 ネンガツ		集落営農 シュウラクエイノウ		14,490		14,832		▲ 2.3

						　うち法人 ホウジン						〃		〃		5,564		5,458		1.9

						農地所有適格法人 ノウチショユウテキカクホウジンノウホウ						2年1月		法人		19,550		19,213		1.8		農地を所有できる法人の総称 ソウショウ

						　うち株式会社						〃		〃		7,333		6,862		6.9		特例有限会社を除く

						農地のリース方式により参入した一般法人						令和元年12月 レイワガンネンガツ		〃		3,669		3,286		11.7

				労働力 ロウドウリョク		基幹的農業従事者 キカンテキノウギョウジュウジシャ						3年2月 ネンガツ		万人 マンニン		130.2		136.3		▲?4.5		ふだん仕事として主に自営農業に従事

						　うち女性						〃		〃		51.2		54.1		▲?5.3

						　平均年齢　 ヘイキンネンレイ						2年2月 ネンガツ		歳		67.8		(67.1)		(0.7)		65歳以上の者が69.6％

						新規就農者 シンキシュウノウシャ						2年 ネン		万人 マンニン		5.4		5.6		▲?3.8

						　うち49歳以下 サイイカ						〃		〃		1.8		1.9		▲?0.9

						　うち雇用 コヨウ						〃		〃		1.0		1.0		?1.2

						雇用労働者(常雇) コヨウロウドウシャジョウヤト						2年2月 ガツ		万人 マンニン		15.7		(22.0)		▲?28.8		前回は平成27年 ゼンカイヘイセイネン

						　　〃　　(臨時雇) リンジヤト						〃		〃		94.8		(145.6)		▲?34.9

						外国人雇用労働者(農林業) ガイコクジンコヨウロウドウシャノウリンギョウ						2年 ネン		〃		3.8		3.6		7.2		厚生労働省「外国人雇用状況の届出状況」 コウセイロウドウショウガイコクジンコヨウジョウキョウトドデジョウキョウ

				経営収支 ケイエイシュウシ		１経営体当たり農業所得(全農業経営体) ケイエイタイアノウギョウショトクゼンノウギョウケイエイタイ						元年 ガンネンネン		万円 マンエン		118.8		…		nc		調査対象区分の見直しを行ったことから、時系列比較できない。 チョウサタイショウクブンミナオオコナヒカク

						１経営体当たり農業所得(個人経営体) コジンケイエイタイ						〃		〃		113.6		…		nc

						　うち主業(個人経営体) シュギョウコジン						〃		〃		418.5		…		nc

						１経営体当たり農業所得(法人経営体) ケイエイタイアノウギョウショトクホウジンケイエイタイ						〃		〃		287.7		…		nc

						米・全算入生産費(個別経営)(10ａ) コメゼンサンニュウセイサンヒ						２年産 ネンサンサン		円 エン		129,186		129,505		▲ 0.2

						　　　　　　　　　　　　　(60㎏)						〃		〃		15,046		15,155		▲ 0.7

						　うち認定農業者のいる15ha以上層(10ａ) ニンテイノウギョウシャ						〃		〃		99,509		98,374		1.2

						　　　　　　　　　　　　　　　　(60㎏)						〃		〃		10,895		10,851		0.4		KPI目標 平成23年産全国平均(16,001円/60㎏)比４割削減(9,600円/60kg)(5年産) ヘイセイ

						米・全算入生産費(組織法人経営)(10ａ) コメゼンサンニュウセイサンヒ						２年産 ネンサンサン		円 エン		98,312		99,290		▲ 1.0

						　　　　　　　　　　　　　　　(60㎏)						〃		〃		11,524		11,723		▲ 1.7

						　うち稲作主体(10ａ) イナサクシュタイ						〃		〃		98,521		99,425		▲ 0.9

						　　　　　　　(60㎏)						〃		〃		11,529		11,721		▲ 1.6		KPI目標 平成23年産全国平均(16,001円/60㎏)比４割削減(9,600円/60kg)(5年産) ヘイセイ

						小麦・全算入生産費(個別経営)(10ａ) コムギゼンサンニュウセイサンヒ						２年産 ネンサンヘイネン		円 エン		67,348		67,426		▲ 0.1

						　　　　　　　　　　　　　　(60㎏)						〃		〃		8,180		7,465		?9.6

						大豆・全算入生産費(個別経営)(10ａ) ダイズゼンサンニュウセイサンヒ						２年産		〃		67,195		66,608		0.9

						　　　　　　　　　　　　　　(60㎏)						〃		〃		19,510		20,419		▲ 4.5

				農地 ノウチ		耕地面積 コウチメンセキ						3年7月
（概数値） ネンガツガイスウチ		万ha マン		435		437		▲ 0.5		見通し 414万ha(12年)、ﾋﾟｰｸは609万ha(昭和36) ミトオマン）

						　うち田 タ						〃		〃		237		238		▲ 0.5

						　　　畑 ハタ						〃		〃		198		199		▲ 0.5

						　かい廃面積 ハイメンセキ						3年7月
（概数値） ネンガツガイスウチ		万ha マン		3.1		3.3		▲ 6.7

						　拡張面積 カクチョウメンセキ						〃		〃		0.7		0.8		▲ 10.1

						担い手の利用割合 ニナテリヨウワリアイ						3年3月末 ネンヘイネンガツマツ		％		58.0		57.1		0.9		KPI目標 担い手利用８割(５年度) ド

						耕地利用率 コウチリヨウリツ						２年 ネン		％		91.3		91.4		(▲0.1)		目標 104％(12年)、ﾋﾟｰｸは138％(昭和31) モクヒョウネン

						荒廃農地 コウハイノウチ						元年 モトトシ		万ha		28.4		28.0		?1.3		通常の農作業では作物の栽培が不可能となっている農地 ツウジョウノウサギョウサクモツサイバイフカノウノウチ

						　うち再生利用可能 サイセイリヨウカノウ						〃		〃		9.1		9.2		▲ 0.4

						１経営体当たり経営耕地・全国 ゼンコク						3年2月 ネンヘイネンガツ		ha		3.2		3.1		4.9

						　　　　　〃　　　　　・北海道 ホッカイドウ						〃		〃		30.8		30.2		2.0

						　　　　　〃　　　　　・都府県 トフケン						〃		〃		2.2		2.2		2.3

				生産 セイサン		水稲　　(作付面積) スイトウサクツケメンセキ						２年産		千ha セン		1,462		1,469		▲ 0.5

						　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		7,763		7,762		?0.0		ﾋﾟｰｸは1,426万t(昭和42)
目標 723万t(12年度、米粉用・飼料用除き) マンショウワ

						　うち主食用(作付面積) シュショクヨウメンセキ						〃		千ha セン		1,366		1,379		▲?0.9

						　　　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		7,226		7,261		▲?0.5

						　作況指数 サッキョウシスウ						〃				99		99		(  -)		平成元年産以降で94以下の不良は15年(90)、5年(74) ヘイセイガンネンサンイコウイカフリョウネンネン

						飼料用米(生産量) シリョウヨウマイセイサンリョウ						2年産
（実績） ジッセキスウチ		千t セン		381		389		▲ 2.3		農産局調べ、目標 70万t(12年度) ノウサンキョクシラネンド

						小麦　　(作付面積) コムギメンセキ						２年産 ネンサン		千ha セン		213		212		0.5

						　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		949		1,037		▲ 8.5		目標 108万t(12年度)、ﾋﾟｰｸは179万t(昭和15) マン

						二条大麦(作付面積) ニジョウオオムギメンセキ						〃		千ha セン		39		38		3.4

						　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		145		147		▲ 1.3

						六条大麦(作付面積) ロクジョウオオムギメンセキ						〃		千ha セン		18		18		1.7

						　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		57		56		1.4		　　目標 23万t(12年度、大・はだか麦)

						はだか麦(作付面積) ムギメンセキ						〃		千ha セン		6		6		9.5

						　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		20		20		▲ 0.5

						大豆　　(作付面積(乾燥子実)) ダイズメンセキカンソウシジツ						３年産
（概数値） ネンサンガイスウチ		千ha セン		146		142		3.2

						　　　　(収穫量(乾燥子実)) シュウカクリョウコジツ						２年産 ネンサン		千t セン		219		218		0.5		目標 34万t(12年度) モクヒョウ

						そば　　(作付面積(乾燥子実)) メンセキ						〃		千ha セン		67		65		1.8

						　　　　(収穫量(乾燥子実)) シュウカクリョウ						〃		千t セン		45		43		5.2		目標 4.0万t(12年度)

						てんさい(作付面積) メンセキ						〃		千ha セン		57		57		0.2

						　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		3,912		3,986		▲ 1.9		目標 368万t(12年度)

						乳用牛　(飼養戸数) チチヨウウシシヨウコスウ						3年2月 ネンヘイネンガツ		千戸 センド		13.9		14.4		▲ 3.5		令和２年から加工統計として取りまとめた。 レイワネンカコウトウケイト

						　　　　(飼養頭数) シヨウトウスウ						〃		千頭 セントウ		1,356		1,352		0.3		生乳728万t(平成30年)、目標 780万t(12年度) セイニュウマンヘイセイネン

						肉用牛　(飼養戸数) ニクヨウウシシヨウコスウ						〃		千戸 センド		42.1		43.9		▲ 4.1		令和２年から加工統計として取りまとめた。

						　　　　(飼養頭数) シヨウトウスウ						〃		千頭 セントウ		2,604		2,555		1.9		牛肉48万t(平成30年)、目標 57万t(12年度) ギュウニクヘイセイネン

						豚    　(飼養戸数) トンシヨウコスウ						〃		千戸 センド		3.9		4.3		▲ 10.9		飼養戸数、飼養頭数ともに前回は平成31年。 シヨウコスウシヨウトウスウゼンカイヘイセイネン

						　    　(飼養頭数) シヨウトウスウ						〃		千頭 セントウ		9,290		9,156		1.5		豚肉128万t(平成30年)、目標 131万t(12年度) ブタヘイセイネン

						採卵鶏　(飼養戸数) サイランニワトリシヨウコカズ						〃		千戸 センド		1.9		2.1		▲ 11.3		飼養戸数、飼養羽数ともに前回は平成31年。 シヨウコスウシヨウハスウゼンカイヘイセイネン

						　　　　(飼養羽数) シヨウバネカズ						〃		千羽 センハネ		180,918		182,368		▲ 0.8		鶏卵263万t(平成30年)、目標 264万t(12年度) ケイランサンリョウマンヘイセイネン

						ブロイラー(飼養戸数) シヨウコカズ						〃		千戸 センド		2.2		2.3		▲ 4.0		飼養戸数、飼養羽数ともに前回は平成31年。 シヨウコスウシヨウハスウゼンカイヘイセイネン

						　　　　　(飼養羽数) シヨウバネカズ						〃		千羽 センハネ		139,658		138,228		1.0		鶏肉160万t(平成30年)、目標 170万t(12年度) トリニクヘイセイネン

		農村 ノウソン		農村 ノウソン		農業集落 ノウギョウシュウラク						2年2月 ネンヘイネンガツ		万集落 マンシュウラク		13.8		(13.8)		0.0		前回は平成27年、全域が市街化区域の集落を除く ゼンカイヘイセイネンゼンイキ

				都市農業 トシノウギョウ		市街化区域内農地面積 シガイカクイキナイノウチメンセキ						元年度 ガンネンド		万ha マン		6.4		6.7		▲ 4.5		総務省「固定資産の価格等の概要調書」 ソウムショウコテイシサンカカクトウガイヨウチョウショ

								うち生産緑地面積 セイサンリョクチメンセキ				〃		〃		1.2		1.3		▲ 0.1		国土交通省「都市計画年報」 コクドコウツウショウトシケイカクネンポウ

						市民農園 シミンノウエン						2年3月末 ネンヘイネンガツマツ		農園 ノウエン		4,169		4,147		0.5		農村振興局調べ ノウソンシンコウキョクシラ

				被害 ヒガイ		野生鳥獣による農作物被害 ヤセイチョウジュウノウサクブツヒガイ						元年度 ガンネンド		億円 オクエン		158		158		0.0		被害防止計画作成数1,502市町村（令和２年４月） ヒガイ

		団体 ダンタイ		農協 ノウキョウ		総合農協 ソウゴウノウキョウ						元年度末 ガンネンドマツ		農協		627		649		▲ 3.4		ﾋﾟｰｸは13,314農協(昭和25) ノウキョウショウワ

						農協組合員 ノウキョウクミアイイン						元年度末 ガンネンドマツ		万人 マンニン		1,047		1,049		▲ 0.2

						　うち正組合員						〃		〃		418		425		▲ 1.6

						　　　准組合員						〃		〃		629		624		0.7

						農協への貯金総額 ノウキョウチョキンソウガク						3年8月末 ガツ		兆円 チョウ		108.8		106.8		1.8		農林中金調べ、前年は令和2年8月末 ネンレイワネン

				農委 ノウイ		農業委員会 ノウギョウイインカイ						2年10月 ネンヘイネンガツ		委員会 イインカイ		1,702		1,703		▲ 0.1

						農業委員 ノウギョウイイン						2年10月 ネンガツ		人 ニン		23,201		23,125		0.3

						　うち女性委員　						〃		〃		2,861		2,788		2.6		ｼｪｱ 12.3％

						農地利用最適化推進委員 ノウチリヨウサイテキカスイシンイイン						〃		〃		17,698		17,770		▲ 0.4

				その他 タ		農業共済組合等 ノウギョウキョウサイグミゴウトウ						3年4月		組合等		56		64		▲ 3.0		ﾋﾟｰｸは10,907組合等(昭和30)　前回は令和3年2月 クミアイトウショウワレイワネン

						土地改良区 トチカイリョウク						3年3月末 ネンヘイネンガツマツ		地区 チク		4,325		4,403		▲?1.8		ﾋﾟｰｸは13,163改良区(昭和36) カイリョウクショウワ

						普及職員 フキュウショクイン						2年度末 ネンドマツマツ		人		7,225		7,267		▲ 0.6		ﾋﾟｰｸは13,748人(昭和39)
普及職員とは、普及指導員及び実務経験中職員等 ニンショウワフキュウショクインフキュウシドウインオヨジツムケイケンチュウショクイントウ

		森林・林業 シンリンリンギョウ		自給率･産出額 ジキュウリツサンシュツガク		木材自給率 モクザイジキュウリツ						2年 ヘイネン		％		41.8		37.8		4.0		ボトムは平成14年の18.8％ ヘイセイネン

						林業産出額 リンギョウサンシュツガク						元年 ガンネン		兆円 キザシエン		0.50		0.50		▲ 0.9		ﾋﾟｰｸは1.16兆円(昭和55) チョウショウワ

						うち木材生産 モクザイセイサン						〃		〃		0.27		0.26		2.0		ﾋﾟｰｸは0.99兆円(昭和46) チョウショウワ

						　　栽培きのこ類生産 サイバイルイセイサン						〃		〃		0.22		0.23		▲ 3.8		ﾋﾟｰｸは0.24兆円(平成3) チョウヘイセイ

				経営体・労働力 ケイエイタイロウドウリョク		林業経営体 リンギョウケイエイタイ						2年2月 ネンヘイネンガツ		万経営体 マンケイエイタイ		3.4		(8.7)		▲?61.0		前回は平成27年、保有山林3ha以上で施業を行うもの、又は林業作業の受託を行うもの、若しくは、年間素材生産200㎥以上のもの ゼンカイヘイセイネンホユウサンリンイジョウセギョウオコナマタリンギョウイクリンサギョウジュタクオコナモネンカンソザイセイサンリュウベイイジョウ

						　うち法人 ホウジン						〃		〃		0.4		(0.6)		▲?26.9

						林家 リンイエ						〃		万戸 マンコ		69.0		(82.9)		▲ 16.8		前回は27年、保有山林１ha以上 ゼンカイネンホユウサンリンイジョウ

						林業従事者 リンギョウジュウジシャ						平成27年10月 ヘイセイネンガツ		万人 マンヒト		4.5		(5.1)		▲11.3		総務省「国勢調査」、前回は22年 ソウムショウコクセイチョウサゼンカイ

						　うち65歳以上 サイイジョウ						〃		〃		1.1		(1.1)		5.5		総務省「国勢調査」、前回は22年

						新規林業就業者 シンキリンギョウシュウギョウシャ						令和元年度 レイワガンネンド		万人 マンニン		0.29		0.30		▲ 4.3		林野庁調べ リンヤチョウシラ

						１経営体当たり林業所得 ケイエイタイアリンギョウショトク						平成30年 ヘイセイネン		万円 マンエン		103.8		(86.8)		19.6		前回は平成25年度、造林補助金を林業粗収益に含めた遡及値 ヘイセイ

						製材業・工場数 セイザイギョウコウジョウスウ						２年
（概数値） ネンガイスウチ		工場 コウジョウ		4,115		4,382		▲ 6.1

						合単板製造業・工場数 ゴウタンイタセイゾウギョウコウジョウスウ						〃		〃		173		176		▲ 1.7

						木材チップ製造業・工場数 モクザイセイゾウギョウコウジョウスウ						〃		〃		1,196		1,250		▲ 4.3

				森林 シンリン		林野面積 リンヤメンセキ						2年2月 ネンガツ		万㎢ マン		24.8		(24.8)		▲ 0.1		前回は平成27年 ゼンカイヘイセイネン

						国土面積に占める森林の割合 コクドメンセキシシンリンワリアイ						平成29年3月末 ヘイセイネンガツマツ		％		67		(67)		(    0)		前回は平成24年 ヘイセイ

						　うち人工林の割合 ジンコウリンワリアイ						〃		〃		41		(41)		(    0)		前回は平成24年 ヘイセイ

						　うち国有林の割合 コクユウリンワリアイ						〃		〃		31		(31)		(    0)		前回は平成24年 ヘイセイ

				生産 セイサン		きのこ類生産量 ルイセイサンリョウ						２年 トシ		万ｔ マン		46		46		1.4

						素材生産量 ソザイセイサンリョウ						２年
（概数値） ガイスウチ		万ｍ３ マン		1,988		2,188		▲ 9.1

						製材品出荷量 セイザイヒンシュッカリョウ						〃		〃		820		903		▲ 9.2

				団体 ダンタイ		森林組合 シンリンクミアイ						令和元年度末 レイワガンネンドマツ		組合 クミアイ		613		617		▲ 0.6

						森林組合員 シンリンクミアイイン						〃		万人 マンニン		150		150		▲ 0.5

		水産業 スイサンギョウ		自給率・産出額 ジキュウリツサンシュツガク		魚介類自給率(食用) ギョカイルイジキュウリツショクヨウ						2年度
（概算） ネンドド		％		57		55		(  2.0)		目標 70％(9年度)

						１人１年当たり消費量・魚介類 ヒトリショウヒリョウギョカイルイ						〃		kg/年		23.4		25.3		(▲1.9)		ﾋﾟｰｸは40.2kg(平成13)、
食料需給表の「１人・１年当たり供給純食料」 ヘイセイ

						漁業産出額 ギョギョウサンシュツガク						元年 ガンネン		兆円 チョウエン		1.47		1.54		▲ 4.7		ﾋﾟｰｸは2.96兆円(昭和57) チョウエンショウワ

						　うち海面漁業・養殖業 カイメンギョギョウヨウショクギョウ						〃		〃		1.35		1.42		▲ 5.3		ﾋﾟｰｸは2.76兆円(昭和57） ショウワ

						　    内水面漁業・養殖業 ナイスイメンギョギョウヨウショクギョウ						〃		〃		0.12		0.12		1.9		ﾋﾟｰｸは0.20兆円(昭和57) チョウ（ショウワショウワ

						生産漁業所得 セイサンギョギョウショトク						〃		〃		0.72		0.80		▲ 10.0

				経営体・労働力等 ケイエイタイロウドウリョクトウ		海面漁業経営体 カイメンギョギョウケイエイタイ						2年11月
（概数値） ネンガイスウアタイ		万経営体 マンケイエイタイ		6.96		7.33		▲ 5.1

						内水面漁業経営体 ナイスイメンギョギョウケイエイタイ						平成30年11月		〃		0.48		(0.55)		▲ 13.3		前回は平成25年 ゼンカイヘイセイネン

						漁業就業者 ギョギョウシュウギョウシャ						2年11月
（概数値） ネンガイスウアタイ		万人 マンニン		13.6		14.5		▲ 6.3		15歳以上、海上作業に30日以上従事 サイイジョウカイジョウサギョウヒイジョウジュウジ

						　うち65歳以上 サイイジョウ						〃		〃		5.2		5.5		▲ 5.4

						新規漁業就業者						2年度 ネンド		万人 マンニン		0.17		0.17		0.0		水産庁調べ スイサンチョウシラ

						沿岸漁家の漁労所得 エンガンギョカギョロウショトク						２年 ネン		万円 マンエン		177		216		▲ 18.0		制度受取金等(漁業)は含めていない セイドウケトリキントウギョギョウフク

						燃油価格 ネンユカカク						3年11月 ネン		万円/kl		10.1		(9.3)		8.6		前回は3年10月
（全漁連京浜地区のＡ重油価格であり、主に20トン未満の漁船への供給について適用)

				水域 スイイキ		排他的経済水域面積 ハイタテキケイザイスイイキメンセキ						－		万㎢ マン		447		-		-		国土面積(37.8万k㎡)の約12倍 コクドメンセキマンヤクバイ

				環境 カンキョウ		藻場面積 モバメンセキ						平成28年 ヘイセイネン		万ha マン		12.6		12.5		0.1		水産庁調べ、前回は平成19年 スイサンチョウシラゼンカイヘイセイネン

						干潟面積 ヒガタメンセキ						〃		〃		4.9		4.8		0.1		水産庁調べ、前回は平成19年 スイサンチョウシラゼンカイヘイセイネン

				生産 セイサン		漁業生産量 ギョギョウセイサンリョウ						２年
（概数値） ネンガイスウアタイ		万ｔ マン		418		420		▲ 0.5		ﾋﾟｰｸは1,282万ｔ(昭和59) ｔショウワショウワ

						　海面漁業 カイメンギョギョウ						〃		〃		316		323		▲ 2.2		ﾋﾟｰｸは1,150万ｔ(昭和59)

						　　うち遠洋漁業 エンヨウギョギョウ						〃		〃		26		33		▲ 19.8

						　　　　沖合漁業 オキアギョギョウ						〃		〃		202		197		2.5

						　　　  沿岸漁業 エンガンギョギョウ						〃		〃		87		93		▲ 6.2

						　海面養殖業 カイメンヨウショクギョウ						〃		〃		97		92		5.7		ﾋﾟｰｸは134万ｔ(平成6) マンヘイセイ

						　内水面漁業 ナイスイメンギョギョウ						〃		〃		2		2		0.0		ﾋﾟｰｸは14万ｔ(昭和53) マンショウワ

						　内水面養殖業 ナイスイメンヨウショクギョウ						〃		〃		3		3		▲ 6.5		ﾋﾟｰｸは10万ｔ(昭和63、平成元) マンショウワヘイセイ）

				漁村 ギョソン		漁船 ギョセン						2年11月
（概数値） ネンガイスウアタイ		万隻 マンセキ		12.0		12.3		▲2.3

						漁港 ギョコウ						3年4月 ネン		港		2,785		2,790		▲0.2		平均で海岸線12.7km毎に存在

						漁業集落 ギョギョウシュウラク						平成30年11月 ヘイセイ		集落 シュウラク		6,298		(6,298)		0.0		前回は25年、平均で海岸線5.6km毎に存在 ゼンカイネンヘイキンカイガンセンゴトソンザイ

				団体 ダンタイ		漁協(沿海地区漁協） エンカイチクギョキョウ						２年度末 ネンドマツ		漁協 ギョキョウ		881		939		▲ 6.2		ﾋﾟｰｸは3,542漁協(昭和30) ショウワ

						漁協組合員						元年度末 モトネンドマツマツ		万人 マンニン		28		29		▲ 3.0		統計調査開始時は約70万人(昭和25) ショウワ

		東日本大震災関連 ヒガシニホンダイシンサイカンレン		被害規模 ヒガイキボ		被災農地面積 ヒサイノウチメンセキ						平成23年3月 ヘイセイネンガツ		ha		24,477		-		-		統計部、農村振興局調べ

						　うち津波被災 ツナミヒサイ						〃		〃		21,476		-		-

						農林水産関係被害額 ノウリンスイサンカンケイヒガイガク						平成24年7月 ヘイセイネンガツ		兆円 キザシエン		2.4		-		-		大臣官房調べ ダイジンカンボウ

						　うち農林業関係 ノウリンギョウカンケイ						〃		〃		1.1		-		-

						　　　水産関係 スイサン						〃		〃		1.3		-		-

				復旧状況 フッキュウジョウキョウ		農地						3年9月末 ガツマツ		％		94		(94)		(   0)		農村振興局調べ、津波被災農地から農地転用が行われたもの(見込みを含む)を除いた復旧対象農地面積（19,690ha）に対するもの、前回は令和3年7月末 シラツナミヒサイノウチノウチテンヨウオコナミコフクノゾフッキュウタイショウノウチメンセキタイゼンカイレイワネンガツマツ

						木材加工流通施設						平成27年2月末 ヘイセイガツマツ		〃		100		(100)		(   0)		林野庁調べ、再開を希望する41箇所に対するもの リンヤチョウシラサイカイキボウカショタイ

						漁港（陸揚げ機能） リクアキノウ						平成30年
9月末 ヘイセイガツマツ		％		100		(100)		(   0)		岸壁の復旧により被災した319漁港全てにおいて陸揚げが可能（部分的に可能な場合を含む。） ガンペキフッキュウヒサイギョコウスベリクアカノウブブンテキカノウバアイフク

						漁船						3年3月末 ネンガツマツ		〃		94		(93)		(   1)		水産庁調べ、復旧を目指す20,000隻に対するもの、前回は平成30年12月末 フッキュウメザセキタイゼンカイヘイセイネンガツマツ

						水産加工施設 スイサンカコウ						2年12月末 ネンガツマツ		〃		98		97		1		水産庁調べ、被災3県で再開を希望する774施設に対するもの、前回は令和元年12月末 ヒサイケンサイカイキボウシセツタイゼンカイレイワガンネンガツマツ
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基本データ集（22.3.1）

		

				＊更新された年次、データ欄を赤字で記載しています。 ネンジ

		項目 コウモク										年次
（令和） ネンジレイワ		単位 タンイ		直近
データ スナオコン		前年
(前回) ゼンネンゼンカイ		増減率(差)(%) ゾウゲンリツサ		備考 ビコウ

		産業規模 サンギョウキボ				産出額 サンシュツガク						２年
（第一次年次推計） ネンダイイチジネンジスイケイ		兆円 チョウエン		981.74		1,047.42		▲6.3		内閣府「国民経済計算」、中間投入分の重複計上を含む ブンチョウフクケイジョウ

						　農業･食料関連産業の国内生産額 コクナイセイサンガク						令和元年
（概算） レイワガンネンネン		兆円 チョウエン		118.48		117.51		0.8		ｼｪｱ 11.3％、農林水産省「農業・食料関連産業の経済計算」 ノウリンスイサンショウノウギョウショクリョウカンレンサンギョウケイザイケイサン

						　　うち食品産業 ショクヒンサンギョウ						〃		〃		101.47		100.45		1.0		ｼｪｱ  9.7％、農林水産省「農業・食料関連産業の経済計算」 ノウリンスイサンショウ

						国内総生産(ＧＤＰ) コクナイソウセイサン						２年
（第一次年次推計） ネンダイイチジネンジスイケイ		兆円 チョウエン		538.16		558.49		▲3.6		内閣府「国民経済計算」 ナイカクフコクミンケイザイケイサン

						　うち農業 ノウギョウ						〃		〃		4.66		4.80		▲3.0

						　　　林業 リンギョウ						〃		〃		0.23		0.25		▲5.8

						　　　水産業 スイサンギョウ						〃		〃		0.73		0.72		1.4

						　農業･食料関連産業の国内総生産 コクナイソウセイサン						令和元年
（概算） レイワガンネンネン		兆円 チョウエン		53.82		54.34		▲1.0		ｼｪｱ 9.6％、農林水産省「農業・食料関連産業の経済計算」 ノウリンスイサンショウ

						飲食料の最終消費額 インショクリョウサイシュウショウヒガク						平成27年 ヘイセイ		兆円 チョウエン		83.85		(76.20)		10.0		前回は平成23年、農林水産省「農林漁業及び関連産業を中心とした産業連関表（飲食費のフローを含む。）」 ゼンカイヘイセイネンノウリンスイサンショウノウリンギョギョウオヨカンレンサンギョウチュウシンサンギョウレンカンヒョウインショクヒフク

		食料 ショクリョウ		自給率・自給力指標・消費量 ジキュウリツジキュウリョクシヒョウショウヒリョウ		自給率・カロリー						2年度
（概算） ネンド		％		37		38		(▲  1)		目標 45％(12年度) モクヒョウネンド

						　　　　生産額						〃		〃		67		66		(    1)		目標 75％(12年度) モクヒョウ

						国産率・カロリー コクサン						〃		〃		46		46		(    0)		目標 53％(12年度) モクヒョウネンド

						　　　　生産額						〃		〃		71		70		(    1)		目標 79％(12年度) モクヒョウ

						飼料自給率 ジキュウリツ						〃		〃		25		25		(    0)		目標 34％(12年度) モクヒョウ

						自給力指標・米・小麦中心の作付け ジキュウリョクシヒョウベイコムギチュウシンサクツ						2年度
（概算） ネンドドヘイネンド		kcal/人･日 ヒトヒ		1,759		1,761		(▲  2)		１人・１日当たり推定エネルギー必要量は2,168kcal、総供給熱量の実績値(2年度)は2,269kcal ヒトヒアスイテイヒツヨウリョウソウキョウキュウネツリョウジッセキチネンド

						　　　　　　いも類中心の作付け ルイチュウシンサクツ						〃		〃		2,500		2,562		(▲ 62)

						１人・１年当たり消費量・米 ネンアショウヒリョウ						2年度
（概算） ネンドドヘイネンド		kg/年 ネン		50.7		53.2		(▲2.5)		ﾋﾟｰｸは118.3kg(昭和37)、
食料需給表の「１人・１年当たり供給純食料」。以下同じ。 ショウワイカオナ

						　　　　　　　　　　　　　肉類 ニクルイ						〃		〃		33.5		33.5		(    0)		昭和40(9.2kg)の3.6倍 バイ

						　　　　　　　　　　　　　油脂類						〃		〃		14.4		14.5		(▲0.1)		昭和40(6.3kg)の2.3倍

				６次産業化等 ジサンギョウカトウ		販売金額 ハンバイキンガク

						　農業生産関連事業 セイサンカンレンジギョウ						元年度 ガンネンド		兆円 チョウエン		2.08		2.10		▲ 1.3		農業生産関連事業とは、農産加工、農産物直売所、観光農園、農家民宿及び農家レストランの各事業である ノウギョウセイサンカンレンジギョウノウサンカコウノウサンブツチョクバイジョカンコウノウエンノウカミンシュクオヨノウカカクジギョウ

						　　うち農産加工 ノウサンカコウ						〃		〃		0.95		0.94		0.7

						　　　　農産物直売所 ノウサンブツチョクバイジョ						〃		〃		1.05		1.08		▲ 2.4

						漁業生産関連事業 ギョギョウセイサンカンレンジギョウ						〃		〃		0.23		0.23		▲ 1.8		漁業生産関連事業とは、水産加工、水産物直売所、漁家民宿及び漁家レストランの各事業である ギョギョウセイサンカンレンジギョウスイサンカコウスイサンブツチョクバイジョギョカミンシュクオヨギョカカクジギョウ

						　  うち水産加工 スイサンカコウ						〃		〃		0.18		0.18		▲ 1.0

						　　　　水産物直売所 スイサンブツチョクバイジョ						〃		〃		0.04		0.04		▲ 8.6

						従事者

						　農業生産関連事業 セイサンカンレンジギョウ						元年度 ガンネンド		万人 マンニン		43.8		44.2		▲ 0.9

						　  うち農産加工 カコウ						〃		〃		19.2		17.9		7.1

						　　　  農産物直売所 チョクバイジョ						〃		〃		19.3		19.7		▲ 1.6

						漁業生産関連事業 ギョギョウセイサンカンレンジギョウ						〃		〃		3.0		3.0		0.0

						　  うち水産加工 スイサンカコウ						〃		〃		1.6		1.6		1.3

						　　　  水産物直売所 スイサンブツチョクバイジョ						〃		〃		0.6		0.7		▲ 6.1

						食品産業の就業者						2年 ネン		万人 マンニン		805		832		▲ 4.3		ｼｪｱ 12.1％、就業者総数は6,676万人

				貿易 ボウエキ		農林水産物輸入額 ノウリンスイサンブツユニュウガク						3年
（速報値） ネンソクホウチ		兆円 チョウエン		10.17		8.90		?14.3

						　うち農産物 ノウサンブツ						〃		〃		7.04		6.21		?13.3

						　　　林産物 リンサンブツ						〃		〃		1.52		1.22		25.0

						　　　水産物 スイサンブツ						〃		〃		1.60		1.46		9.5

						農林水産物輸出額 ノウリンスイサンブツユシュツガク						3年 ネン		兆円 チョウエン		1.16		0.93		25.6		目標 5兆円(12年)

						　うち農産物 ノウサンブツ						〃		〃		0.80		0.66		22.8

						　　　林産物 リンサンブツ						〃		〃		0.06		0.04		32.9

						　　　水産物 スイサンブツ						〃		〃		0.30		0.23		32.5

		農業 ノウギョウ		産出額 サンシュツガク		農業総産出額 ノウギョウソウサンシュツガク						2年		兆円 チョウエン		8.94		8.89		0.5		ﾋﾟｰｸは11.72兆円(昭和59) チョウ（ショウワ

						　うち米 コメ						〃		〃		1.64		1.74		▲ 5.7		ﾋﾟｰｸは3.93兆円(昭和59) チョウショウワ

						　　　野菜 ヤサイ						〃		〃		2.25		2.15		4.7		ﾋﾟｰｸは2.80兆円(平成3) チョウヘイセイ

						　　　果実 カジツ						〃		〃		0.87		0.84		4.1		ﾋﾟｰｸは1.10兆円(平成3) チョウ

						　　　畜産 チクサン						〃		〃		3.24		3.21		0.8		ﾋﾟｰｸは3.29兆円(昭和59) チョウショウワ

						生産農業所得 セイサンノウギョウショトク						2年		兆円 チョウエン		3.34		3.32		0.7		ﾋﾟｰｸは5.42兆円(昭和53) チョウエンショウワ

				経営体 キョウエイタイ		農業経営体 ノウギョウケイエイタイ						3年2月 ネンヘイネンガツ		万経営体 マンケイエイタイ		103.1		107.6		▲?4.2		経営耕地30a以上又は販売金額50万円に相当する規模以上の農業を営む、又は農作業受託 エンソウトウキボイジョウノウギョウイトナ

						　うち個人経営体 コジンケイエイタイ						〃		〃		99.1		103.7		▲?4.4

								　うち主業経営体 ケイエイタイ				〃		〃		22.2		23.1		▲?3.7		農業所得が主、65歳未満の60日以上従事者あり ジュウジモノ

								　　　準主業経営体 ケイエイタイ				〃		〃		13.6		14.3		▲?4.7		農外所得が主、65歳未満の60日以上従事者あり ガイ

								　　　副業的経営体 ケイエイタイ				〃		〃		63.3		66.4		▲?4.6		65歳未満の60日以上従事者なし ジュウジモノ

						　うち団体経営体 ダンタイケイエイタイ						〃		〃		4.0		3.8		2.9		　　

						　　　うち法人 ホウジン						〃		〃		3.2		3.1		2.9

						総農家 ソウノウカ						2年2月 ネンヘイネンガツ		万戸 マンコ		174.7		(215.5)		▲?18.9		前回は平成27年
経営耕地10ａ以上又は販売金額15万円以上 ゼンカイヘイセイ

								販売農家 ハンバイノウカ				〃		〃		102.8		(133.0)		▲?22.7		経営耕地30ａ以上又は販売金額50万円以上

								自給的農家 ジキュウテキノウカ				〃		〃		71.9		(82.5)		▲?12.9		経営耕地30ａ未満かつ販売金額50万円未満 マン

						認定農業者 ニンテイノウギョウシャ						2年3月 ネンガツ		経営体 ケイエイタイ		233,806		239,043		▲ 2.2		市町村が農業経営改善計画を認定

						集落営農 シュウラクエイノウ						3年2月 ネンガツ		集落営農 シュウラクエイノウ		14,490		14,832		▲ 2.3

						　うち法人 ホウジン						〃		〃		5,564		5,458		1.9

						農地所有適格法人 ノウチショユウテキカクホウジンノウホウ						2年1月		法人		19,550		19,213		1.8		農地を所有できる法人の総称 ソウショウ

						　うち株式会社						〃		〃		7,333		6,862		6.9		特例有限会社を除く

						農地のリース方式により参入した一般法人						令和元年12月 レイワガンネンガツ		〃		3,669		3,286		11.7

				労働力 ロウドウリョク		基幹的農業従事者 キカンテキノウギョウジュウジシャ						3年2月 ネンガツ		万人 マンニン		130.2		136.3		▲?4.5		ふだん仕事として主に自営農業に従事

						　うち女性						〃		〃		51.2		54.1		▲?5.3

						　平均年齢　 ヘイキンネンレイ						2年2月 ネンガツ		歳		67.8		(67.1)		(0.7)		65歳以上の者が69.6％

						新規就農者 シンキシュウノウシャ						2年 ネン		万人 マンニン		5.4		5.6		▲?3.8

						　うち49歳以下 サイイカ						〃		〃		1.8		1.9		▲?0.9

						　うち雇用 コヨウ						〃		〃		1.0		1.0		?1.2

						雇用労働者(常雇) コヨウロウドウシャジョウヤト						2年2月 ガツ		万人 マンニン		15.7		(22.0)		▲?28.8		前回は平成27年 ゼンカイヘイセイネン

						　　〃　　(臨時雇) リンジヤト						〃		〃		94.8		(145.6)		▲?34.9

						外国人雇用労働者(農林業) ガイコクジンコヨウロウドウシャノウリンギョウ						2年 ネン		〃		3.8		3.6		7.2		厚生労働省「外国人雇用状況の届出状況」 コウセイロウドウショウガイコクジンコヨウジョウキョウトドデジョウキョウ

				経営収支 ケイエイシュウシ		１経営体当たり農業所得(全農業経営体) ケイエイタイアノウギョウショトクゼンノウギョウケイエイタイ						2年 ネン		万円 マンエン		123.3		118.8		3.8

						１経営体当たり農業所得(個人経営体) コジンケイエイタイ						〃		〃		117.5		113.6		?3.4

						　うち主業(個人経営体) シュギョウコジン						〃		〃		415.4		418.5		▲ 0.7

						１経営体当たり農業所得(法人経営体) ケイエイタイアノウギョウショトクホウジンケイエイタイ						〃		〃		323.4		287.7		12.4

						米・全算入生産費(個別経営)(10ａ) コメゼンサンニュウセイサンヒ						２年産 ネンサンサン		円 エン		129,186		129,505		▲ 0.2

						　　　　　　　　　　　　　(60㎏)						〃		〃		15,046		15,155		▲ 0.7

						　うち認定農業者のいる15ha以上層(10ａ) ニンテイノウギョウシャ						〃		〃		99,509		98,374		1.2

						　　　　　　　　　　　　　　　　(60㎏)						〃		〃		10,895		10,851		0.4		KPI目標 平成23年産全国平均(16,001円/60㎏)比４割削減(9,600円/60kg)(5年産) ヘイセイ

						米・全算入生産費(組織法人経営)(10ａ) コメゼンサンニュウセイサンヒ						２年産 ネンサンサン		円 エン		98,312		99,290		▲ 1.0

						　　　　　　　　　　　　　　　(60㎏)						〃		〃		11,524		11,723		▲ 1.7

						　うち稲作主体(10ａ) イナサクシュタイ						〃		〃		98,521		99,425		▲ 0.9

						　　　　　　　(60㎏)						〃		〃		11,529		11,721		▲ 1.6		KPI目標 平成23年産全国平均(16,001円/60㎏)比４割削減(9,600円/60kg)(5年産) ヘイセイ

						小麦・全算入生産費(個別経営)(10ａ) コムギゼンサンニュウセイサンヒ						２年産 ネンサンヘイネン		円 エン		67,348		67,426		▲ 0.1

						　　　　　　　　　　　　　　(60㎏)						〃		〃		8,180		7,465		?9.6

						大豆・全算入生産費(個別経営)(10ａ) ダイズゼンサンニュウセイサンヒ						２年産		〃		67,195		66,608		0.9

						　　　　　　　　　　　　　　(60㎏)						〃		〃		19,510		20,419		▲ 4.5

				農地 ノウチ		耕地面積 コウチメンセキ						3年7月 ネンガツ		万ha マン		435		437		▲ 0.5		見通し 414万ha(12年)、ﾋﾟｰｸは609万ha(昭和36) ミトオマン）

						　うち田 タ						〃		〃		237		238		▲ 0.5

						　　　畑 ハタ						〃		〃		198		199		▲ 0.5

						　かい廃面積 ハイメンセキ						3年7月 ネンガツ		万ha マン		3.1		3.3		▲ 6.7

						　拡張面積 カクチョウメンセキ						〃		〃		0.7		0.8		▲ 10.1

						担い手の利用割合 ニナテリヨウワリアイ						3年3月末 ネンヘイネンガツマツ		％		58.0		57.1		0.9		KPI目標 担い手利用８割(５年度) ド

						耕地利用率 コウチリヨウリツ						２年 ネン		％		91.3		91.4		(▲0.1)		目標 104％(12年)、ﾋﾟｰｸは138％(昭和31) モクヒョウネン

						荒廃農地 コウハイノウチ						２年 トシ		万ha		28.2		28.4		▲?0.6		通常の農作業では作物の栽培が不可能となっている農地 ツウジョウノウサギョウサクモツサイバイフカノウノウチ

						　うち再生利用可能 サイセイリヨウカノウ						〃		〃		9.0		9.1		▲ 1.0

						１経営体当たり経営耕地・全国 ゼンコク						3年2月 ネンヘイネンガツ		ha		3.2		3.1		4.9

						　　　　　〃　　　　　・北海道 ホッカイドウ						〃		〃		30.8		30.2		2.0

						　　　　　〃　　　　　・都府県 トフケン						〃		〃		2.2		2.2		2.3

				生産 セイサン		水稲　　(作付面積) スイトウサクツケメンセキ						３年産		千ha セン		1,403		1,462		▲ 4.0

						　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		7,563		7,763		▲ 2.6		ﾋﾟｰｸは1,426万t(昭和42)
目標 723万t(12年度、米粉用・飼料用除き) マンショウワ

						　うち主食用(作付面積) シュショクヨウメンセキ						〃		千ha セン		1,303		1,366		▲ 4.6

						　　　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		7,007		7,226		▲ 3.0

						　作況指数 サッキョウシスウ						〃				101		99		(  -)		平成元年産以降で94以下の不良は15年(90)、5年(74) ヘイセイガンネンサンイコウイカフリョウネンネン

						飼料用米(生産量) シリョウヨウマイセイサンリョウ						２年産
（実績） ジッセキスウチ		千t セン		381		389		▲ 2.3		農産局調べ、目標 70万t(12年度) ノウサンキョクシラネンド

						小麦　　(作付面積) コムギメンセキ						３年産
（概数値） ネンサンガイスウチ		千ha セン		220		213		3.5

						　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		1,078		949		13.6		目標 108万t(12年度)、ﾋﾟｰｸは179万t(昭和15) マン

						二条大麦(作付面積) ニジョウオオムギメンセキ						〃		千ha セン		38		39		▲ 2.8

						　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		156		145		7.9

						六条大麦(作付面積) ロクジョウオオムギメンセキ						〃		千ha セン		18		18		0.6

						　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		55		57		▲ 2.8		　　目標 23万t(12年度、大・はだか麦)

						はだか麦(作付面積) ムギメンセキ						〃		千ha セン		7		6		7.6

						　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		22		20		6.9

						大豆　　(作付面積(乾燥子実)) ダイズメンセキカンソウシジツ						３年産 ネンサン		千ha セン		146		142		3.2

						　　　　(収穫量(乾燥子実)) シュウカクリョウコジツ						２年産 ネンサン		千t セン		219		218		0.5		目標 34万t(12年度) モクヒョウ

						そば　　(作付面積(乾燥子実)) メンセキ						〃		千ha セン		67		65		1.8

						　　　　(収穫量(乾燥子実)) シュウカクリョウ						〃		千t セン		45		43		5.2		目標 4.0万t(12年度)

						てんさい(作付面積) メンセキ						３年産
（概数値） ネンサンガイスウチ		千ha セン		58		57		1.6

						　　　　(収穫量) シュウカクリョウ						〃		千t セン		4,061		3,912		3.8		目標 368万t(12年度)

						乳用牛　(飼養戸数) チチヨウウシシヨウコスウ						3年2月 ネンヘイネンガツ		千戸 センド		13.8		14.4		▲ 4.2		令和２年から加工統計として取りまとめた。 レイワネンカコウトウケイト

						　　　　(飼養頭数) シヨウトウスウ						〃		千頭 セントウ		1,356		1,352		0.3		生乳728万t(平成30年)、目標 780万t(12年度) セイニュウマンヘイセイネン

						肉用牛　(飼養戸数) ニクヨウウシシヨウコスウ						〃		千戸 センド		42.1		43.9		▲ 4.1		令和２年から加工統計として取りまとめた。

						　　　　(飼養頭数) シヨウトウスウ						〃		千頭 セントウ		2,605		2,555		2.0		牛肉48万t(平成30年)、目標 57万t(12年度) ギュウニクヘイセイネン

						豚    　(飼養戸数) トンシヨウコスウ						〃		千戸 センド		3.9		4.3		▲ 10.9		飼養戸数、飼養頭数ともに前回は平成31年。 シヨウコスウシヨウトウスウゼンカイヘイセイネン

						　    　(飼養頭数) シヨウトウスウ						〃		千頭 セントウ		9,290		9,156		1.5		豚肉128万t(平成30年)、目標 131万t(12年度) ブタヘイセイネン

						採卵鶏　(飼養戸数) サイランニワトリシヨウコカズ						〃		千戸 センド		1.9		2.1		▲ 11.3		飼養戸数、飼養羽数ともに前回は平成31年。 シヨウコスウシヨウハスウゼンカイヘイセイネン

						　　　　(飼養羽数) シヨウバネカズ						〃		千羽 センハネ		180,918		182,368		▲ 0.8		鶏卵263万t(平成30年)、目標 264万t(12年度) ケイランサンリョウマンヘイセイネン

						ブロイラー(飼養戸数) シヨウコカズ						〃		千戸 センド		2.2		2.3		▲ 4.0		飼養戸数、飼養羽数ともに前回は平成31年。 シヨウコスウシヨウハスウゼンカイヘイセイネン

						　　　　　(飼養羽数) シヨウバネカズ						〃		千羽 センハネ		139,658		138,228		1.0		鶏肉160万t(平成30年)、目標 170万t(12年度) トリニクヘイセイネン

		農村 ノウソン		農村 ノウソン		農業集落 ノウギョウシュウラク						2年2月 ネンヘイネンガツ		万集落 マンシュウラク		13.8		(13.8)		0.0		前回は平成27年、全域が市街化区域の集落を除く ゼンカイヘイセイネンゼンイキ

				都市農業 トシノウギョウ		市街化区域内農地面積 シガイカクイキナイノウチメンセキ						元年度 ガンネンド		万ha マン		6.4		6.7		▲ 4.5		総務省「固定資産の価格等の概要調書」 ソウムショウコテイシサンカカクトウガイヨウチョウショ

								うち生産緑地面積 セイサンリョクチメンセキ				〃		〃		1.2		1.3		▲ 0.1		国土交通省「都市計画年報」 コクドコウツウショウトシケイカクネンポウ

						市民農園 シミンノウエン						2年3月末 ネンヘイネンガツマツ		農園 ノウエン		4,169		4,147		0.5		農村振興局調べ ノウソンシンコウキョクシラ

				被害 ヒガイ		野生鳥獣による農作物被害 ヤセイチョウジュウノウサクブツヒガイ						2年度 ネンドド		億円 オクエン		161		158		3.1		被害防止計画作成数1,507市町村（令和３年４月） ヒガイ

		団体 ダンタイ		農協 ノウキョウ		総合農協 ソウゴウノウキョウ						元年度末 ガンネンドマツ		農協		627		649		▲ 3.4		ﾋﾟｰｸは13,314農協(昭和25) ノウキョウショウワ

						農協組合員 ノウキョウクミアイイン						元年度末 ガンネンドマツ		万人 マンニン		1,047		1,049		▲ 0.2

						　うち正組合員						〃		〃		418		425		▲ 1.6

						　　　准組合員						〃		〃		629		624		0.7

						農協への貯金総額 ノウキョウチョキンソウガク						3年12月末 ガツ		兆円 チョウ		109.2		107.7		1.3		農林中金調べ、前年は令和2年12月末 ネンレイワネン

				農委 ノウイ		農業委員会 ノウギョウイインカイ						2年10月 ネンヘイネンガツ		委員会 イインカイ		1,702		1,703		▲ 0.1

						農業委員 ノウギョウイイン						2年10月 ネンガツ		人 ニン		23,201		23,125		0.3

						　うち女性委員　						〃		〃		2,861		2,788		2.6		ｼｪｱ 12.3％

						農地利用最適化推進委員 ノウチリヨウサイテキカスイシンイイン						〃		〃		17,698		17,770		▲ 0.4

				その他 タ		農業共済組合等 ノウギョウキョウサイグミゴウトウ						3年4月		組合等		56		64		▲ 3.0		ﾋﾟｰｸは10,907組合等(昭和30)　前回は令和3年2月 クミアイトウショウワレイワネン

						土地改良区 トチカイリョウク						3年3月末 ネンヘイネンガツマツ		地区 チク		4,325		4,403		▲?1.8		ﾋﾟｰｸは13,163改良区(昭和36) カイリョウクショウワ

						普及職員 フキュウショクイン						2年度末 ネンドマツマツ		人		7,225		7,267		▲ 0.6		ﾋﾟｰｸは13,748人(昭和39)
普及職員とは、普及指導員及び実務経験中職員等 ニンショウワフキュウショクインフキュウシドウインオヨジツムケイケンチュウショクイントウ

		森林・林業 シンリンリンギョウ		自給率･産出額 ジキュウリツサンシュツガク		木材自給率 モクザイジキュウリツ						2年 ヘイネン		％		41.8		37.8		4.0		ボトムは平成14年の18.8％ ヘイセイネン

						林業産出額 リンギョウサンシュツガク						元年 ガンネン		兆円 キザシエン		0.50		0.50		▲ 0.9		ﾋﾟｰｸは1.16兆円(昭和55) チョウショウワ

						うち木材生産 モクザイセイサン						〃		〃		0.27		0.26		2.0		ﾋﾟｰｸは0.99兆円(昭和46) チョウショウワ

						　　栽培きのこ類生産 サイバイルイセイサン						〃		〃		0.22		0.23		▲ 3.8		ﾋﾟｰｸは0.24兆円(平成3) チョウヘイセイ

				経営体・労働力 ケイエイタイロウドウリョク		林業経営体 リンギョウケイエイタイ						2年2月 ネンヘイネンガツ		万経営体 マンケイエイタイ		3.4		(8.7)		▲?61.0		前回は平成27年、保有山林3ha以上で施業を行うもの、又は林業作業の受託を行うもの、若しくは、年間素材生産200㎥以上のもの ゼンカイヘイセイネンホユウサンリンイジョウセギョウオコナマタリンギョウイクリンサギョウジュタクオコナモネンカンソザイセイサンリュウベイイジョウ

						　うち法人 ホウジン						〃		〃		0.4		(0.6)		▲?26.9

						林家 リンイエ						〃		万戸 マンコ		69.0		(82.9)		▲ 16.8		前回は27年、保有山林１ha以上 ゼンカイネンホユウサンリンイジョウ

						林業従事者 リンギョウジュウジシャ						平成27年10月 ヘイセイネンガツ		万人 マンヒト		4.5		(5.1)		▲11.3		総務省「国勢調査」、前回は22年 ソウムショウコクセイチョウサゼンカイ

						　うち65歳以上 サイイジョウ						〃		〃		1.1		(1.1)		5.5		総務省「国勢調査」、前回は22年

						新規林業就業者 シンキリンギョウシュウギョウシャ						令和元年度 レイワガンネンド		万人 マンニン		0.29		0.30		▲ 4.3		林野庁調べ リンヤチョウシラ

						１経営体当たり林業所得 ケイエイタイアリンギョウショトク						平成30年 ヘイセイネン		万円 マンエン		103.8		(86.8)		19.6		前回は平成25年度、造林補助金を林業粗収益に含めた遡及値 ヘイセイ

						製材業・工場数 セイザイギョウコウジョウスウ						２年 ネン		工場 コウジョウ		4,115		4,382		▲ 6.1

						合単板製造業・工場数 ゴウタンイタセイゾウギョウコウジョウスウ						〃		〃		173		176		▲ 1.7

						木材チップ製造業・工場数 モクザイセイゾウギョウコウジョウスウ						〃		〃		1,196		1,250		▲ 4.3

				森林 シンリン		林野面積 リンヤメンセキ						2年2月 ネンガツ		万㎢ マン		24.8		(24.8)		▲ 0.1		前回は平成27年 ゼンカイヘイセイネン

						国土面積に占める森林の割合 コクドメンセキシシンリンワリアイ						平成29年3月末 ヘイセイネンガツマツ		％		67		(67)		(    0)		前回は平成24年 ヘイセイ

						　うち人工林の割合 ジンコウリンワリアイ						〃		〃		41		(41)		(    0)		前回は平成24年 ヘイセイ

						　うち国有林の割合 コクユウリンワリアイ						〃		〃		31		(31)		(    0)		前回は平成24年 ヘイセイ

				生産 セイサン		きのこ類生産量 ルイセイサンリョウ						２年 トシ		万ｔ マン		46		46		1.4

						素材生産量 ソザイセイサンリョウ						〃		万ｍ３ マン		1,988		2,188		▲ 9.1

						製材品出荷量 セイザイヒンシュッカリョウ						〃		〃		820		903		▲ 9.2

				団体 ダンタイ		森林組合 シンリンクミアイ						令和元年度末 レイワガンネンドマツ		組合 クミアイ		613		617		▲ 0.6

						森林組合員 シンリンクミアイイン						〃		万人 マンニン		150		150		▲ 0.5

		水産業 スイサンギョウ		自給率・産出額 ジキュウリツサンシュツガク		魚介類自給率(食用) ギョカイルイジキュウリツショクヨウ						2年度
（概算） ネンドド		％		57		55		(  2.0)		目標 70％(9年度)

						１人・１年当たり消費量・魚介類 ヒトリネンアショウヒリョウギョカイルイ						〃		kg/年		23.4		25.3		(▲1.9)		ﾋﾟｰｸは40.2kg(平成13)、
食料需給表の「１人・１年当たり供給純食料」 ヘイセイ

						漁業産出額 ギョギョウサンシュツガク						元年 ガンネン		兆円 チョウエン		1.47		1.54		▲ 4.7		ﾋﾟｰｸは2.96兆円(昭和57) チョウエンショウワ

						　うち海面漁業・養殖業 カイメンギョギョウヨウショクギョウ						〃		〃		1.35		1.42		▲ 5.3		ﾋﾟｰｸは2.76兆円(昭和57） ショウワ

						　    内水面漁業・養殖業 ナイスイメンギョギョウヨウショクギョウ						〃		〃		0.12		0.12		1.9		ﾋﾟｰｸは0.20兆円(昭和57) チョウ（ショウワショウワ

						生産漁業所得 セイサンギョギョウショトク						〃		〃		0.72		0.80		▲ 10.0

				経営体・労働力等 ケイエイタイロウドウリョクトウ		海面漁業経営体 カイメンギョギョウケイエイタイ						2年11月 ネン		万経営体 マンケイエイタイ		6.96		7.33		▲ 5.1

						内水面漁業経営体 ナイスイメンギョギョウケイエイタイ						平成30年11月		〃		0.48		(0.55)		▲ 13.3		前回は平成25年 ゼンカイヘイセイネン

						漁業就業者 ギョギョウシュウギョウシャ						2年11月 ネン		万人 マンニン		13.6		14.5		▲ 6.3		15歳以上、海上作業に30日以上従事 サイイジョウカイジョウサギョウヒイジョウジュウジ

						　うち65歳以上 サイイジョウ						〃		〃		5.2		5.5		▲ 5.4

						新規漁業就業者						2年度 ネンド		万人 マンニン		0.17		0.17		0.0		水産庁調べ スイサンチョウシラ

						沿岸漁家の漁労所得 エンガンギョカギョロウショトク						２年 ネン		万円 マンエン		177		216		▲ 18.0		制度受取金等(漁業)は含めていない セイドウケトリキントウギョギョウフク

						燃油価格 ネンユカカク						4年3月 ネン		万円/kl		10.9		(10.5)		4.3		前回は4年2月
（全漁連京浜地区のＡ重油価格であり、主に20トン未満の漁船への供給について適用)

				水域 スイイキ		排他的経済水域面積 ハイタテキケイザイスイイキメンセキ						－		万㎢ マン		447		-		-		国土面積(37.8万k㎡)の約12倍 コクドメンセキマンヤクバイ

				環境 カンキョウ		藻場面積 モバメンセキ						平成28年 ヘイセイネン		万ha マン		12.6		12.5		0.1		水産庁調べ、前回は平成19年 スイサンチョウシラゼンカイヘイセイネン

						干潟面積 ヒガタメンセキ						〃		〃		4.9		4.8		0.1		水産庁調べ、前回は平成19年 スイサンチョウシラゼンカイヘイセイネン

				生産 セイサン		漁業生産量 ギョギョウセイサンリョウ						２年 ネン		万ｔ マン		423		420		0.9		ﾋﾟｰｸは1,282万ｔ(昭和59) ｔショウワショウワ

						　海面漁業 カイメンギョギョウ						〃		〃		321		323		▲ 0.5		ﾋﾟｰｸは1,150万ｔ(昭和59)

						　　うち遠洋漁業 エンヨウギョギョウ						〃		〃		30		33		▲ 9.2

						　　　　沖合漁業 オキアギョギョウ						〃		〃		204		197		3.7

						　　　  沿岸漁業 エンガンギョギョウ						〃		〃		87		93		▲ 6.3

						　海面養殖業 カイメンヨウショクギョウ						〃		〃		97		92		6.0		ﾋﾟｰｸは134万ｔ(平成6) マンヘイセイ

						　内水面漁業 ナイスイメンギョギョウ						〃		〃		2		2		▲0.1		ﾋﾟｰｸは14万ｔ(昭和53) マンショウワ

						　内水面養殖業 ナイスイメンヨウショクギョウ						〃		〃		3		3		▲ 6.8		ﾋﾟｰｸは10万ｔ(昭和63、平成元) マンショウワヘイセイ）

				漁村 ギョソン		漁船 ギョセン						2年11月 ネン		万隻 マンセキ		12.0		12.3		▲2.3

						漁港 ギョコウ						3年4月 ネン		港		2,785		2,790		▲0.2		平均で海岸線12.7km毎に存在

						漁業集落 ギョギョウシュウラク						平成30年11月 ヘイセイ		集落 シュウラク		6,298		(6,298)		0.0		前回は25年、平均で海岸線5.6km毎に存在 ゼンカイネンヘイキンカイガンセンゴトソンザイ

				団体 ダンタイ		漁協(沿海地区漁協） エンカイチクギョキョウ						２年度末 ネンドマツ		漁協 ギョキョウ		881		939		▲ 6.2		ﾋﾟｰｸは3,542漁協(昭和30) ショウワ

						漁協組合員						元年度末 モトネンドマツマツ		万人 マンニン		28		29		▲ 3.0		統計調査開始時は約70万人(昭和25) ショウワ

		東日本大震災関連 ヒガシニホンダイシンサイカンレン		被害規模 ヒガイキボ		被災農地面積 ヒサイノウチメンセキ						平成23年3月 ヘイセイネンガツ		ha		24,477		-		-		統計部、農村振興局調べ

						　うち津波被災 ツナミヒサイ						〃		〃		21,476		-		-

						農林水産関係被害額 ノウリンスイサンカンケイヒガイガク						平成24年7月 ヘイセイネンガツ		兆円 キザシエン		2.4		-		-		大臣官房調べ ダイジンカンボウ

						　うち農林業関係 ノウリンギョウカンケイ						〃		〃		1.1		-		-

						　　　水産関係 スイサン						〃		〃		1.3		-		-

				復旧状況 フッキュウジョウキョウ		農地						4年1月末 ガツマツ		％		95		(94)		(   0)		農村振興局調べ、津波被災農地から農地転用が行われたもの(見込みを含む)を除いた復旧対象農地面積（19,660ha）に対するもの、前回は令和3年9月末 シラツナミヒサイノウチノウチテンヨウオコナミコフクノゾフッキュウタイショウノウチメンセキタイゼンカイレイワネンガツマツ

						木材加工流通施設						平成27年2月末 ヘイセイガツマツ		〃		100		(100)		(   0)		林野庁調べ、再開を希望する41箇所に対するもの リンヤチョウシラサイカイキボウカショタイ

						漁港（陸揚げ機能） リクアキノウ						平成30年
9月末 ヘイセイガツマツ		％		100		(100)		(   0)		岸壁の復旧により被災した319漁港全てにおいて陸揚げが可能（部分的に可能な場合を含む。） ガンペキフッキュウヒサイギョコウスベリクアカノウブブンテキカノウバアイフク

						漁船						3年12月末 ネンガツマツ		〃		94		(94)		(   0)		水産庁調べ、復旧を目指す20,000隻に対するもの、前回は令和3年3月末 フッキュウメザセキタイゼンカイレイワネンガツマツ

						水産加工施設 スイサンカコウ						2年12月末 ネンガツマツ		〃		98		97		1		水産庁調べ、被災3県で再開を希望する774施設に対するもの、前回は令和元年12月末 ヒサイケンサイカイキボウシセツタイゼンカイレイワガンネンガツマツ



　　農林水産基本データ集　　



○東北3県の農林水産業の概況（平成21年）


（参考）


399億円 耕地面積 15万4千ha


（2.9％） （2.9％） （4.7％） （3.4％）


791億円 〃　　　　　13万6千ha


（5.7％） （2.2％） （2.0％） （3.0％）


160億円 〃　　　　　15万ha


（1.2％） （2.9％） （3.2％） （3.3％）


1,350億


円


〃　　　　　44万ha


（9.8％） （8.0％） （9.9％） （9.6％）


〃　　　　459万3千ha


（100.0％） （100.0％） （100.0％） （100.0％）


130億円


407億円


福島県


3県計


全国


1兆3,811億円


資料：農林水産省統計部「漁業・養殖業生産統計年報」、「生産農業所得統計」及び「生産林業所得統計報告書」）


注：（　）は全国に占める割合である。


　　1)は、漁業生産額は海面漁業・養殖業の合計。ただし、福島の生産額は海面漁業のみ。（水産業のシェアは全て海面漁業・養殖業の


    全国計に対する割合）


　　2)は、合板等木材産業の産出額は含まれない。


83,162億円


6,669億円


2,450億円


4,122億円


水産業


(漁業生産額）


1）


2,395億円


1,824億円


195億円


82億円


農業


（農業産出額）


林業


（林業産出額）


2)


岩手県


宮城県




○東北3県の農林水産業の概況（平成21年）


（参考）


399億円 耕地面積 15万4千ha


（2.9％） （2.9％） （4.7％） （3.4％）


791億円 〃　　　　　13万6千ha


（5.7％） （2.2％） （2.0％） （3.0％）


160億円 〃　　　　　15万ha


（1.2％） （2.9％） （3.2％） （3.3％）


1,350億


円


〃　　　　　44万ha


（9.8％） （8.0％） （9.9％） （9.6％）


〃　　　　459万3千ha


（100.0％） （100.0％） （100.0％） （100.0％）


130億円


407億円


福島県


3県計


全国


1兆3,811億円


資料：統計部「漁業・養殖業生産統計年報」、「生産農業所得統計」、「生産林業所得統計報告書」及び「耕地及び作付面積統計」


注：（　）は全国に占める割合である。


　　1)は、漁業生産額は海面漁業・養殖業の合計。ただし、福島の生産額は海面漁業のみ。（水産業のシェアは全て海面漁業・養殖業の


    全国計に対する割合）


　　2)は、合板等木材産業の産出額は含まれない。


83,162億円


6,669億円


2,450億円


4,122億円


水産業


(漁業生産額）


1）


2,395億円


1,824億円


195億円


82億円


農業


（農業産出額）


林業


（林業産出額）


2)


岩手県


宮城県




○東北3県の農林水産業の概況（平成21年）


（参考）


399億円 耕地面積 15万4千ha


（2.9％） （2.9％） （4.7％） （3.4％）


791億円 〃　　　　　13万6千ha


（5.7％） （2.2％） （2.0％） （3.0％）


160億円 〃　　　　　15万ha


（1.2％） （2.9％） （3.2％） （3.3％）


1,350億


円


〃　　　　　44万ha


（9.8％） （8.0％） （9.9％） （9.6％）


〃　　　　459万3千ha


（100.0％） （100.0％） （100.0％） （100.0％）


岩手県


宮城県


水産業


(漁業生産額）


1）


2,395億円


1,824億円


195億円


82億円


農業


（農業産出額）


林業


（林業産出額）


2)


資料：統計部「漁業・養殖業生産統計年報」、「生産農業所得統計」、「生産林業所得統計報告書」及び「耕地及び作付面積統計」


注：（　）は全国に占める割合である。


　　1)は、漁業生産額は海面漁業・養殖業の合計。ただし、福島の生産額は海面漁業のみ。（水産業のシェアは全て海面漁業・養殖業の


    全国計に対する割合）


　　2)は、合板等木材産業の産出額は含まれない。


8兆3,162億円


6,669億円


2,450億円


4,122億円


130億円


407億円


福島県


3県計


全国


1兆3,811億円




○東北3県の農林水産業の概況（平成21年）


（参考）


399億円 耕地面積 15万4千ha


（2.9％） （2.9％） （4.7％） （3.4％）


791億円 〃　　　　　13万6千ha


（5.7％） （2.2％） （2.0％） （3.0％）


160億円 〃　　　　　15万ha


（1.2％） （2.9％） （3.2％） （3.3％）


〃　　　　　44万ha


（9.8％） （8.0％） （9.9％） （9.6％）


〃　　　　459万3千ha


（100.0％） （100.0％） （100.0％） （100.0％）


岩手県


宮城県


1,350億円


水産業


(漁業生産額）


1）


2,395億円


1,824億円


195億円


82億円


農業


（農業産出額）


林業


（林業産出額）


2)


資料：統計部「漁業・養殖業生産統計年報」、「生産農業所得統計」、「生産林業所得統計報告書」及び「耕地及び作付面積統計」


注：（　）は全国に占める割合である。


　　1)は、漁業生産額は海面漁業・養殖業の合計。ただし、福島の生産額は海面漁業のみ。（水産業のシェアは全て海面漁業・養殖業の


    全国計に対する割合）


　　2)は、合板等木材産業の産出額は含まれない。


8兆3,162億円


6,669億円


2,450億円


4,122億円


130億円


407億円


福島県


3県計


全国


1兆3,811億円




○東北3県の農林水産業の概況（平成21年）


（参考）


399億円 耕地面積 15万4千ha


（2.9％） （2.9％） （4.7％） （3.4％）


791億円 〃　　　　　13万6千ha


（5.7％） （2.2％） （2.0％） （3.0％）


160億円 〃　　　　　15万ha


（1.2％） （2.9％） （3.2％） （3.3％）


〃　　　　　44万ha


（9.8％） （8.0％） （9.9％） （9.6％）


〃　　　　459万3千ha


（100.0％） （100.0％） （100.0％） （100.0％）


195億円


82億円


農業


（農業産出額）


林業


（林業産出額）


2)


資料：統計部「漁業・養殖業生産統計年報」、「生産農業所得統計」、「生産林業所得統計報告書」及び「耕地及び作付面積統計」


注：（　）は全国に占める割合である。


　　1)は、海面漁業・養殖業の合計。ただし、福島の生産額は海面漁業のみ。（水産業のシェアは全て海面漁業・養殖業の


    全国計に対する割合）


　　2)は、合板等木材産業の産出額は含まれない。


8兆3,162億円


6,669億円


2,450億円


4,122億円


130億円


407億円


福島県


3県計


全国


1兆3,811億円


岩手県


宮城県


1,350億円


水産業


(漁業生産額）


1）


2,395億円


1,824億円




○東北3県の農林水産業の概況（平成21年）


（参考）


399億円 195億円 耕地面積 15万4千ha


（2.9％） （2.9％） （4.7％）


791億円 82億円 〃　　　　　13万6千ha


（5.7％） （2.2％） （2.0％）


160億円 130億円 〃　　　　　15万ha


（1.2％） （2.9％） （3.2％）


1,350億


円


407億円 〃　　　　　44万ha


（9.8％） （8.0％） （9.9％）


4,122億円 〃　　　　　90万1千ha


（100.0％） （100.0％） （100.0％）


福島県


3県計


全国


1兆3,811億円


資料：農林水産省統計部「漁業・養殖業生産統計年報」、「生産農業所得統計」及び「生産林業所得統計報告書」）


注：（　）は全国に占める割合である。


　　1)は、漁業生産額は海面漁業・養殖業の合計。ただし、福島の生産額は海面漁業のみ。（水産業のシェアは全て海面漁業・養殖業の


    全国計に対する割合）


　　2)は、合板等木材産業の産出額は含まれない。


83,162億円


6,669億円


2,450億円


水産業


(漁業生産額）


1）


2,395億円


1,824億円


農業


（農業産出額）


林業


（林業産出額）


2)


岩手県


宮城県




○東北3県の農林水産業の概況（平成21年）


（参考）


399億円 195億円 耕地面積 15万4千ha


（2.9％） （2.9％） （4.7％） （3.4％）


791億円 82億円 〃　　　　　13万6千ha


（5.7％） （2.2％） （2.0％） （3.0％）


160億円 130億円 〃　　　　　15万ha


（1.2％） （2.9％） （3.2％） （3.3％）


1,350億


円


407億円 〃　　　　　44万ha


（9.8％） （8.0％） （9.9％） （9.6％）


4,122億円 〃　　　　459万3千ha


（100.0％） （100.0％） （100.0％） （100.0％）


福島県


3県計


全国


1兆3,811億円


資料：農林水産省統計部「漁業・養殖業生産統計年報」、「生産農業所得統計」及び「生産林業所得統計報告書」）


注：（　）は全国に占める割合である。


　　1)は、漁業生産額は海面漁業・養殖業の合計。ただし、福島の生産額は海面漁業のみ。（水産業のシェアは全て海面漁業・養殖業の


    全国計に対する割合）


　　2)は、合板等木材産業の産出額は含まれない。


83,162億円


6,669億円


2,450億円


水産業


(漁業生産額）


1）


2,395億円


1,824億円


農業


（農業産出額）


林業


（林業産出額）


2)


岩手県


宮城県




○東北3県の農林水産業の概況（平成21年）


（参考）


399億円 耕地面積 15万4千ha


（2.9％） （2.9％） （4.7％） （3.4％）


791億円 〃　　　　　13万6千ha


（5.7％） （2.2％） （2.0％） （3.0％）


160億円 〃　　　　　15万ha


（1.2％） （2.9％） （3.2％） （3.3％）


〃　　　　　44万ha


（9.8％） （8.0％） （9.9％） （9.6％）


〃　　　　459万3千ha


（100.0％） （100.0％） （100.0％） （100.0％）


資料：統計部「漁業・養殖業生産統計年報」、「生産農業所得統計」、「生産林業所得統計報告書」及び「耕地及び作付面積統計」


注：（　）は全国に占める割合である。


　　1)は、海面漁業・養殖業の合計。ただし、福島の生産額は海面漁業のみ。（水産業のシェアは全て海面漁業・養殖業の全国計に対する割合）


　　2)は、合板等木材産業の産出額は含まれない。


3県計


1,350億円 6,669億円 407億円


全国


1兆3,811億円 8兆3,162億円 4,122億円


宮城県


1,824億円 82億円


福島県


2,450億円 130億円


水産業


(漁業生産額）


1）


農業


（農業産出額）


林業


（林業産出額）


2)


岩手県


2,395億円 195億円




○東北3県の農林水産業の概況（平成22年）


（参考）


399億円 耕地面積 15万4千ha


（2.9％） （2.8％） （4.7％） （3.4％）


791億円 〃　　　　　13万6千ha


（5.7％） （2.0％） （2.0％） （3.0％）


160億円 〃　　　　　15万ha


（1.2％） （2.8％） （3.2％） （3.3％）


〃　　　　　44万ha


（9.8％） （7.6％） （9.9％） （9.6％）


〃　　　　459万3千ha


（100.0％） （100.0％） （100.0％） （100.0％）


水産業


(漁業生産額）


1）


農業


（農業産出額）


林業


（林業産出額）


2)


岩手県


2,287億円 195億円


宮城県


1,679億円 82億円


福島県


2,330億円 130億円


資料：統計部「漁業・養殖業生産統計年報」、「生産農業所得統計」、「生産林業所得統計報告書」、「平成22年農業産出額（都道府県別）」及び「耕地及び作付面積統計」


注：（　）は全国に占める割合である。


　　1)は、海面漁業・養殖業の合計。ただし、福島の生産額は海面漁業のみ（水産業のシェアは全て海面漁業・養殖業の全国計に対する割合）。（平成21年）


　　2)は、合板等木材産業の産出額は含まれない。（平成21年）


3県計


1,350億円 6,296億円 407億円


全国


1兆3,811億円 8兆2,551億円 4,122億円




○東北3県の農林水産業の概況（平成22年）


（参考）


399億円 耕地面積 15万4千ha


（2.9％） （2.8％） （4.7％） （3.4％）


791億円 〃　　　　　13万6千ha


（5.7％） （2.0％） （2.0％） （3.0％）


160億円 〃　　　　　15万ha


（1.2％） （2.8％） （3.2％） （3.3％）


〃　　　　　44万ha


（9.8％） （7.6％） （9.9％） （9.6％）


〃　　　　459万3千ha


（100.0％） （100.0％） （100.0％） （100.0％）


水産業


(漁業生産額）


1）


農業


（農業産出額）


林業


（林業産出額）


2)


岩手県


2,287億円 195億円


宮城県


1,679億円 82億円


福島県


2,330億円 130億円


資料：統計部「漁業・養殖業生産統計年報」、「生産農業所得統計」、「生産林業所得統計報告書」、「平成22年農業産出額（都道府県別）」及び「耕地及び作付面積統計」


注：（　）は全国に占める割合である。


　　1)は、海面漁業・養殖業の合計。ただし、福島の生産額は海面漁業のみ（水産業のシェアは全て海面漁業・養殖業の全国計に対する割合）。（平成21年）


　　2)は、合板等木材産業の産出額は含まれない。（平成21年）


3県計


1,350億円 6,296億円 407億円


全国


1兆3,811億円 8兆2,551億円 4,122億円




○東北3県の農林水産業の生産（産出）額（平成22年）


（参考）


耕地面積 15万4千ha


（2.9％） （2.8％） （4.7％） （3.4％）


〃　　　　　13万6千ha


（5.7％） （2.0％） （2.0％） （3.0％）


〃　　　　　15万ha


（1.2％） （2.8％） （3.2％） （3.3％）


〃　　　　　44万ha


（9.8％） （7.6％） （9.9％） （9.6％）


2）


〃　　　　459万3千ha


（100.0％） （100.0％） （100.0％）


（100.0％）


資料：統計部「漁業・養殖業生産統計年報」、「平成22年農業産出額（都道府県別）」、「生産林業所得統計報告書」、参考は「耕地及び作付面積統計」


注：（　）は全国に占める割合である。


　　1)は、平成21年の海面漁業・養殖業の合計であるが、福島県の生産額は海面漁業のみである。なお、（ ）の割合は海面漁業・養殖業の全国計に対する割合である。


    2)は、「平成22年農業産出額（都道府県別）」の都道府県の合計値である。


　　3)は、平成21年の林業産出額の値である。


3県計


1,350億円 6,296億円 407億円


全国


1兆3,811億円 8兆2,551億円 4,122億円


宮城県


1,679億円 82億円


福島県


2,330億円 130億円


791億円


160億円


水産業


(漁業生産額）


1）


林業


（林業産出額）


3)


岩手県


2,287億円 195億円 399億円


農業


（農業産出額）




○東北3県の農林水産業の生産（産出）額（平成22年）


（参考）


耕地面積 15万4千ha


（2.9％） （2.8％） （4.7％） （3.4％）


〃　　　　　13万6千ha


（5.7％） （2.0％） （2.0％） （3.0％）


〃　　　　　15万ha


（1.2％） （2.8％） （3.2％） （3.3％）


〃　　　　　44万ha


（9.8％） （7.6％） （9.9％） （9.6％）


2）


〃　　　　459万3千ha


（100.0％） （100.0％） （100.0％）


水産業


(漁業生産額）


1）


林業


（林業産出額）


3)


岩手県


2,287億円 195億円 399億円


農業


（農業産出額）


4,122億円


宮城県


1,679億円 82億円


福島県


2,330億円 130億円


791億円


160億円


（100.0％）


資料：統計部「漁業・養殖業生産統計年報」、「平成22年農業産出額（都道府県別）」、「生産林業所得統計報告書」、参考は「耕地及び作付面積統計」


注：（　）は全国に占める割合である。


　　1)は、平成21年の海面漁業・養殖業の合計であるが、福島県の生産額は海面漁業のみである。なお、（ ）の割合は海面漁業・養殖業の全国計に対する割合である。


    2)は、「平成22年農業産出額（都道府県別）」の都道府県の合計値である。


　　3)は、平成21年の林業産出額の値である。


3県計


1,350億円 6,296億円 407億円


全国


1兆3,811億円 8兆2,551億円




○東北3県の農林水産業の生産（産出）額（平成22年）


（参考）


耕地面積 15万4千ha


（2.9％） （2.8％） （5.0％） （3.4％）


〃　　　　　13万6千ha


（5.7％） （2.0％） （1.8％） （3.0％）


〃　　　　　15万ha


（1.2％） （2.8％） （3.0％） （3.3％）


〃　　　　　44万ha


（9.8％） （7.6％） （9.7％） （9.6％）


2）


〃　　　　459万3千ha


（100.0％） （100.0％） （100.0％）


（100.0％）


資料：統計部「漁業・養殖業生産統計年報」、「平成22年農業産出額（都道府県別）」、「平成22年林業産出額」、参考は「耕地及び作付面積統計」


注：（　）は全国に占める割合である。


　　1)は、平成21年の海面漁業・養殖業の合計であるが、福島県の生産額は海面漁業のみである。なお、（ ）の割合は海面漁業・養殖業の全国計に対する割合である。


    2)は、「平成22年農業産出額（都道府県別）」の都道府県の合計値である。


　　3)は、「平成22年林業産出額」の値である。


3県計


1,350億円 6,296億円 411億円


全国


1兆3,811億円 8兆2,551億円 4,217億円


宮城県


1,679億円 76億円


福島県


2,330億円 125億円


791億円


160億円


水産業


(漁業生産額）


1）


林業


（林業産出額）


3)


岩手県


2,287億円 210億円 399億円


農業


（農業産出額）
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○東北3県の農林水産業の生産（産出）額（平成22年）


（参考）


耕地面積 15万4千ha


（2.8％） （2.8％） （5.0％） （3.4％）


〃　　　　　13万6千ha


（5.6％） （2.0％） （1.8％） （3.0％）


〃　　　　　15万ha


（1.3％） （2.8％） （3.0％） （3.3％）


〃　　　　　44万ha


（9.6％） （7.6％） （9.7％） （9.6％）


2）


〃　　　　459万3千ha


（100.0％） （100.0％） （100.0％）


資料：統計部「漁業・養殖業生産統計年報」、「平成22年農業産出額（都道府県別）」、「平成22年林業産出額」、参考は「耕地及び作付面積統計」


注：（　）は全国に占める割合である。


　　1)は、平成22年の捕鯨業を除く海面漁業・養殖業の合計である。なお、（ ）の割合は海面漁業・養殖業の全国計に対する割合である。


    2)は、「平成22年農業産出額（都道府県別）」の都道府県の合計値である。


　　3)は、「平成22年林業産出額」の値である。


水産業


(漁業生産額）


1）


岩手県


2,287億円


農業


（農業産出額）


林業


（林業産出額）


3)


385億円 210億円


宮城県


1,679億円


福島県


2,330億円


777億円 76億円


187億円 125億円


411億円


3県計


1,349億円 6,296億円


全国


1兆3,993億円 8兆2,551億円 4,217億円


（100.0％）




○東日本大震災の被災農地面積と農林水産関係被害額


計


うち、津波の被


災農地面積


うち、その他の


被災農地面積


青森県 107ha 77ha 30ha


岩手県 1,209ha 725ha 484ha


宮城県 1万4,558ha 1万4,341ha 217ha


福島県 5,927ha 5,462ha 465ha


茨城県 1,063ha 208ha 855ha


千葉県 1,162ha 663ha 499ha


6県計 2万4,026ha 2万1,476ha 2,550ha


水産関係 1兆2,637億円


農地・農業用施設 8,841億円


〃


農作物等 635億円


〃


林野関係 2,155億円


〃


計 2兆4,268億円


〃


資料：被災農地面積は、統計部、農村振興局調査（平成24年4月20日公表）、被害額は経営局調べ。


復旧完了済み面積割合  94.4%　


〃　　　　　　　　　  22.2%


〃　　　　　　　　　  33.3%


〃　　　　　　　　　   9.3%


〃　　　　　　　　　  90.1%


〃　　　　　　　　　 100.0%


被 災 農 地 面 積


項目 備考


〃　　　　　　　　　  32.9%


関


係


被


害


額


農


林


水


産


平成24年3月5日17時00分現在


項目 農林水産関係被害額 備考


被


災


農


地


面


積




○東日本大震災の被災農地面積と農林水産関係被害額


計


うち、津波の被


災農地面積


うち、その他の


被災農地面積


青森県 107ha 77ha 30ha


岩手県 1,209ha 725ha 484ha


宮城県 1万4,558ha 1万4,341ha 217ha


福島県 5,927ha 5,462ha 465ha


茨城県 1,063ha 208ha 855ha


千葉県 1,162ha 663ha 499ha


6県計 2万4,026ha 2万1,476ha 2,550ha


水産関係 1兆2,637億円


農地・農業用施設 8,841億円


〃


農作物等 635億円


〃


林野関係 2,155億円


〃


計 2兆4,268億円


〃


資料：被災農地面積は、統計部、農村振興局調査（平成24年4月20日公表）、被害額は経営局調べ。


被 災 農 地 面 積


項目 備考





関


係


被


害


額


農


林


水


産


平成24年3月5日17時00分現在


項目 農林水産関係被害額 備考


被


災


農


地


面


積




○東日本大震災に伴う被災農地面積と農林水産関係被害額


うち、津波の被


災農地面積 


1)


うち、その他の


被災農地面積


2)


青森県 107ha 77ha 30ha


岩手県 1,209ha 725ha 484ha


宮城県 1万4,558ha 1万4,341ha 217ha


福島県 5,927ha 5,462ha 465ha


茨城県 1,063ha 208ha 855ha


千葉県 1,162ha 663ha 499ha


太平洋岸6県計 2万4,026ha 2万1,476ha 2,550ha


山形県 1ha － 1ha


栃木県 198ha － 198ha


群馬県 1ha － 1ha


埼玉県 39ha － 39ha


新潟県 117ha － 117ha


長野県 95ha － 95ha


内陸6県計 451ha － 451ha


合計 2万4,477ha 2万1,476ha 3,001ha


水産関係 1兆2,637億円


農地・農業用施設 8,841億円


〃


農作物等 635億円


〃


林野関係 2,155億円


〃


計 2兆4,268億円


〃





農林水産関係被害額





東日本大震災に伴う被災農地面積


計





資料：被災農地面積は、統計部、農村振興局調査（平成24年4月20日公表）、被害額は経営局調べ。


注：東日本大震災に伴う被災農地面積のうち、


　　1)　津波の被災農地面積は、「農業・農村の復興マスタープラン（平成23年11月21日改訂）」の津波被災農地面積（復旧を必要とする農地）である。


　　2)　その他の被災農地面積は、農林水産省職員が関係機関からの情報収集を基に被災直後の農地を現地確認して把握した、地割れ・液状化・埋没・土砂


　　　流入等による被災農地面積のほか、マスタープランの復旧を必要とする被災農地面積には含まれない軽微な津波による被災農地面積も含まれている。





備考





平成24年3月5日17時00分現在


備考




○東日本大震災に伴う被災農地面積と農林水産関係被害額


うち、津波の被


災農地面積 


1)


うち、その他の


被災農地面積


2)


青森県 107ha 77ha 30ha


岩手県 1,209ha 725ha 484ha


宮城県 1万4,558ha 1万4,341ha 217ha


福島県 5,927ha 5,462ha 465ha


茨城県 1,063ha 208ha 855ha


千葉県 1,162ha 663ha 499ha


太平洋岸6県計 2万4,026ha 2万1,476ha 2,550ha


山形県 1ha － 1ha


栃木県 198ha － 198ha


群馬県 1ha － 1ha


埼玉県 39ha － 39ha


新潟県 117ha － 117ha


長野県 95ha － 95ha


内陸6県計 451ha － 451ha


合計 2万4,477ha 2万1,476ha 3,001ha


水産関係 1兆2,637億円


農地・農業用施設 8,841億円


〃


農作物等 635億円


〃


林野関係 2,155億円


〃


計 2兆4,268億円


〃


平成24年3月5日17時00分現在


備考





備考





資料：被災農地面積は、統計部、農村振興局調査（平成24年4月20日公表）、被害額は経営局調べ。


注：東日本大震災に伴う被災農地面積のうち、


　　1)　津波の被災農地面積は、「農業・農村の復興マスタープラン（平成23年11月21日改訂）」の津波被災農地面積（復旧を必要とする農地）である。


　　2)　その他の被災農地面積は、農林水産省職員が関係機関からの情報収集を基に被災直後の農地を現地確認して把握した、地割れ・液状化・埋没・土砂


　　　流入等による被災農地面積のほか、マスタープランの復旧を必要とする被災農地面積には含まれない軽微な津波による被災農地面積も含まれている。





農林水産関係被害額





東日本大震災に伴う被災農地面積


計




○東日本大震災に伴う被災農地面積と農林水産関係被害額


うち、津波の被


災農地面積 


1)


うち、その他の


被災農地面積 


2)


青森県 107ha 77ha 30ha


岩手県 1,209ha 725ha 484ha


宮城県 1万4,558ha 1万4,341ha 217ha


福島県 5,927ha 5,462ha 465ha


茨城県 1,063ha 208ha 855ha


千葉県 1,162ha 663ha 499ha


太平洋岸6県計 2万4,026ha 2万1,476ha 2,550ha


山形県 1ha － 1ha


栃木県 198ha － 198ha


群馬県 1ha － 1ha


埼玉県 39ha － 39ha


新潟県 117ha － 117ha


長野県 95ha － 95ha


内陸6県計 451ha － 451ha


合計 2万4,477ha 2万1,476ha 3,001ha


水産関係 1兆2,637億円


農地・農業用施設 8,841億円


〃


農作物等 635億円


〃


林野関係 2,155億円


〃


計 2兆4,268億円


〃





備考





東日本大震災に伴う被災農地面積


計





平成24年3月5日17時00分現在


備考





資料：被災農地面積は、統計部、農村振興局調査（平成24年4月20日公表）、被害額は経営局調べ。


注：東日本大震災に伴う被災農地面積のうち、


　　1)　津波の被災農地面積は、「農業・農村の復興マスタープラン（平成23年11月21日改訂）」の津波被災農地面積（復旧を必要とする農地）である。


　　2)　その他の被災農地面積は、農林水産省職員が関係機関からの情報収集を基に被災直後の農地を現地確認して把握した、地割れ・液状化・埋没・土砂


　　　流入等による被災農地面積のほか、マスタープランの復旧を必要とする被災農地面積には含まれない軽微な津波による被災農地面積も含まれている。





農林水産関係被害額




○東北3県の農林水産業の生産（産出）額（平成22年）


（参考）


耕地面積 15万4千ha


（2.8％） （2.8％） （5.0％） （3.4％）


〃　　　　　13万6千ha


（5.6％） （2.0％） （1.8％） （3.0％）


〃　　　　　15万ha


（1.3％） （2.8％） （3.0％） （3.3％）


〃　　　　　44万ha


（9.6％） （7.6％） （9.7％） （9.6％）


2）


〃　　　　459万3千ha


（100.0％） （100.0％） （100.0％）


（100.0％）


資料：統計部「漁業・養殖業生産統計年報」、「平成22年農業産出額（都道府県別）」、「平成22年林業産出額」、参考は「耕地及び作付面積統計」


注：（　）は全国に占める割合である。


　　1)は、平成22年の捕鯨業を除く海面漁業・養殖業の合計である。なお、（ ）の割合は海面漁業・養殖業の全国計に対する割合である。


    2)は、「平成22年農業産出額（都道府県別）」の都道府県の合計値である。


　　3)は、「平成22年林業産出額」の値である。


3県計


1,349億円 6,296億円 411億円


全国


1兆3,993億円 8兆2,551億円 4,217億円


宮城県


1,679億円 76億円


福島県


2,330億円 125億円


777億円


187億円


水産業


(漁業生産額）


1）


林業


（林業産出額）


3)


岩手県


2,287億円 210億円 385億円


農業


（農業産出額）




○東日本大震災に伴う被災農地面積と農林水産関係被害額


うち、津波の被


災農地面積 


1)


うち、その他の


被災農地面積 


2)


青森県 107ha 77ha 30ha


岩手県 1,209ha 725ha 484ha


宮城県 1万4,558ha 1万4,341ha 217ha


福島県 5,927ha 5,462ha 465ha


茨城県 1,063ha 208ha 855ha


千葉県 1,162ha 663ha 499ha


太平洋岸6県計 2万4,026ha 2万1,476ha 2,550ha


山形県 1ha － 1ha


栃木県 198ha － 198ha


群馬県 1ha － 1ha


埼玉県 39ha － 39ha


新潟県 117ha － 117ha


長野県 95ha － 95ha


内陸6県計 451ha － 451ha


合計 2万4,477ha 2万1,476ha 3,001ha


水産関係 1兆2,637億円


農地・農業用施設等 8,414億円


〃


農作物等 635億円


〃


林野関係 2,155億円


〃


計 2兆3,841億円


〃


資料：被災農地面積は、統計部、農村振興局調査（平成24年4月20日公表）、被害額は経営局調べ。


注：東日本大震災に伴う被災農地面積のうち、


　　1)　津波の被災農地面積は、「農業・農村の復興マスタープラン（平成23年11月21日改訂）」の津波被災農地面積（復旧を必要とする農地）である。


　　2)　その他の被災農地面積は、農林水産省職員が関係機関からの情報収集を基に被災直後の農地を現地確認して把握した、地割れ・液状化・埋没・土砂


　　　流入等による被災農地面積のほか、マスタープランの復旧を必要とする被災農地面積には含まれない軽微な津波による被災農地面積も含まれている。





農林水産関係被害額





平成24年7月5日17時00分現在


備考





備考





東日本大震災に伴う被災農地面積


計




○東北3県の農林水産業の生産（産出）額（平成22年）


（参考）


耕地面積 15万4千ha


（2.8％） （2.9％） （5.0％） （3.4％）


〃　　　　　13万6千ha


（5.6％） （2.0％） （1.8％） （3.0％）


〃　　　　　15万ha


（1.3％） （2.2％） （3.0％） （3.3％）


〃　　　　　44万ha


（9.6％） （7.0％） （9.7％） （9.6％）


2）


〃　　　　459万3千ha


（100.0％） （100.0％） （100.0％）


水産業


(漁業生産額）


1）


林業


（林業産出額）


3)


岩手県


2,387億円 210億円 385億円


農業


（農業産出額）（平成23年）


宮城県


1,641億円 76億円


福島県


1,851億円 125億円


777億円


187億円


（100.0％）


資料：統計部「漁業・養殖業生産統計年報」、「平成23年農業産出額及び生産農業所得（都道府県別）」、「平成22年林業産出額」、参考は「耕地及び作付面積統計」


注：（　）は全国に占める割合である。


　　1)は、平成22年の捕鯨業を除く海面漁業・養殖業の合計である。なお、（ ）の割合は海面漁業・養殖業の全国計に対する割合である。


    2)は、「平成23年農業産出額及び生産農業所得（都道府県別）」の都道府県の合計値である。


　　3)は、「平成22年林業産出額」の値である。


3県計


1,349億円 5,879億円 411億円


全国


1兆3,993億円 8兆3,462億円 4,217億円
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